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序 文

乙の調査資料には母樹林の設定及び種子の採取につ 

いて參考となるべ3事項を載せた。乙れは昭和24年6 

月北見營林局にふいて行われた母樹林に關する講習會 

に講演した耍旨であるが,北海道には乙の種の硏究成 

績が性だ不充分なので,母樹林增•設の緊急を要する際 

業務上參考となるものがあると考え,乙乙に調査資料 

として發刊する乙とにした。

昭和25年6月 、

林業試驗場札幌支場長林 行 五



母樹林について

•林業試驗場札幌支場

、股林技官•松井善喜

高樋・ 勇

緖 言’

今回私共兩名が當局ん母樹林講習何に招かれ、平素疎遠致して居ます皆さ 

んと一緖に勉强する機會を得ましたことを衷心より嬉しく存じます。しかし 

これらの諸問題は他の農業部門等に比べれば極めて立ち遅れの狀態;にあり、 

孰れも未開拓なものばかりで、皆さんに進む方向を明確にお話し出來ないの 

を遺憾に存じます。今回遅まきながらこれらの問題を皆さんと一緖に究硏し 

相携えて北海道の造林の基礎たる母樹林ゆ設定に對し檢討を加えつつ進んで 

參り度いと存じます。私共の巾高槌は坯樹の開花結實の理論と實際や採種の 

具閥的な點について述べ、松井は母樹林設定の參考としての品種の問題と但 

樹林の施業と云う點をお話し致手ことにします。

今日の講習會に當って色々御高配を裁いた北見替林局の上司の方々並に造 

林課、留邊葉營林署の皆さんの御好意に厚く御禮申上げます。本文を校關し 

て戴いた林業試驗場札幌支場長原田博士、並に本資料の取經めに御援助を戴 

いた育苗、造林硏究室の各位に謝意を表します。

母樹林と品種について

松 井 善 喜

1母植林設定の沿革



ドイツでは1930年金國を7區・に分ち、各區域の造林仁必要な種子は同一•區 

域の母樹から求めることとL、その區域の優良な森林をそれぞれ母樹林に指・ 

定した。吾國でも農林省山林局は昭和位年に全國を若干の地區にづけ、‘各地 

區每に也子の自給體制を立てることになった。更にドイツでは1934年12月林 

業斯子法を設けて、不良®R子の撲滅を期L、之に背くものを處筋することゝ 

し、その施行細則を公布L、特にアカマツ及びカラマツの品種間題を近要視 

した。た.• 「・

n立地的瓦種 ; -

造林用?®子は同一區域の母樹から求むる必耍性に關しては多くの林學者の 

實證する處で、その論據は次の諸點である。

-I著しく氣候狀態の異る遠隔の土地に生育する樹木は同一種類でも性質を 

異にしている。 -

2)その性質は種子を通じて子孫に遺傳する。

3その主要な相違點は生長量、生育期間、氣候的障害や病菌に鄭する抵抗 

カ及び僅少の形態的差異等である。

4)これらの遺傅質はすべて母樹の鄕土から持ち來される場合と、持ち越さ 

れた遺傅質が異った造林地の環境えの反應とLて現る、場合とがある。 

卽ち多雪地方には雪害に强いものが優者となり、•寒地には耐寒性のものが 

殘るのは自然の理で、これらはその地方の環境に適應して永年自然渦汰され 

て、自ら立地的品種,(Standortt-rassc)又は地方的品種を形成し、特にその 

差異が主として氣候に基づくため氣候的品種(K】in)a-rgc)とも呼ばれる。 

例えば暖地の吉野產のフ、ギ種子を一府寒冷多雪な裏日本に用いて失敗したこ 

とは衆知の事實であり(白澤陣士1916、寺崎博士1913)、富士山施に於ける 

アカマツ造林地不成績の原因も種子の產地に由來するものとされている。 

(能島博士1923 •1924) 〇 Deng］er氏(1935)に依れほ北歐產のアカマツを

ヽ •/-2 - …

如林業品種

一悟敏峻なドイツえ造林すTば原産地に於けるが如く生任が緩慢で幹形は優 

拳图n冲和［再かレ琳濺苗遗松卬せう此N5迴序育あ槌の持瀛すと生長が 

,痢=メバみ;电行3辆斡&罪和啤4月切岡弦疵佇阙劉(養)ふ・は北歐なる 

’公市<屯郷成衣裡帝の蹬保占関"わに尊时义・は笏,期林皿知M好搾城・ 

I n«イ呆譲庖理响仇メ5採柯気證诒3榜拓弟占漏錢麟湖話: 

程子仁切痢朋翊・拘・L・乂时通岑.*；(駢かg痢虹菜止すい財・k 4/ 
林都瞩建盛^狀S国った,

も持ち越さ 

合は溫暖な 

二植えられた

爲に生育條件の惡い環境に對する固冇の內的素質の反應として生長の緩慢と. 

、幹の母［山とが現れたのである。

從來氣候的品種を無視して失敗せる造林洌は非常に多いが、 、北海道の鄕土 

樹種についてはこれらの實例は始んど知られていない。これは造林の歷史が 

淺いのと、氣候的差異が勘いのと、充分な觀察が行れてないのに基因しょう

同一條件下に生育する樹木でも生育形態にかなりの相異が見出される場合 

がある。これらの形態學的特性が育林上の一定の性質を意味するか否か疑問 

であり、更にその波傅性の吟味が容易でないので、品種:としての取扱ひにつ 

いては議論の餘地がある。しかし造林撫育上、更に林業經濟上からその取扱 

いを異にする必要ある場合には、之を林業品B( AVictschaft-rasse )と名づ 

けた方がよい。林業品種に關Lて蘭往の硏究文獻を掲げれば次の如く、である

例へばV.lmorin氏(1862、はリガ産のマツの形質の良好な樹幹の遺硫性 

を確め、Ciesler氏(1895)はマッ、 トウヒの生長能力の遺傳を、Silvers氏 

(ゝ1895)はマッの奇形の遺傅をJolyet氏(1898はフランス産の萌芽の遅い 

ナラの遺傅性を、Kmdiani氏(1908)はロシア產のマツの種子の色の遺傳を、2 
erderbauer氏(1912)はマッの樹冠の形や生長の遲速の遺傳を、、Fischer氏 

(1934)は蛇トウヒの遺傳性を、Knorr氏は丄・コイアの扭:れの遺傳を、Liesc
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ドイツでは1930年至園を7區に分ち、各區域の造林仁必要な極子は同一・區

し、その施行細則を公布I、 特にアカマン以・。•刀フマッの"椀間閥を!ll安脱 

した。火". .

n立地的品種 (- -

造林用種子は同一區域の母樹から求むる必要性に關しては多くの林學者の 

實證する處で、その論據は次の諸點である。

1 著しく氣候狀態の異る遠隔の土地に生育する樹木は同一種類で•も性質を 

異にしている。 -

2)その性質は種子を通じて子孫に遺イ庶する。

3'その主要な相違點は生長址、生育期間、第候的障害や病関に對する抵抗 

カ及び僅少の形態的差異等でふる。

4)これらの遺傳質はすべて母樹の鄕土から持ち來される場合と、持ち越さ 

れた遺傅質が異った造林地の環境えの反応として現る、埸•合とがある。

卽ち多雪地方には雪害に强いものが優者となり、,堂地には耐寒性のものが 

殘るのは自然の理で、これらはその地方の環境に適應して永年自然湖汰され 

て、自ら立地的品極,(Standortt-rassc)又は地方的品種を形成し、特にその 

差異が主として氣候に基づくため氣候的品稲(Klima-rasse)とも呼ばれる。 

例えば暖地の吉野產のスギ種子をJ層寒冷多雪な裏日本に用いて失敗Lたこ 

とは衆知の事實であり(白澤博士1916、寺崎博士1913)、富士山麓に於ける 

アカマツ造林地不成績の原因も莉子の產地に由來するものとされている。

(乖島博士1923・1924) 〇 Dengler氏(1935)に依れば北歐產のアカマツを

. -2 -

一層部亥なドイツえ造林すMば原産地に於けるが如く生長が緩慢で幹形は優 

良である。これに反して南都、フランス産のアカマツをドイツえ移すと生長が 

綏慢になるのみならず幹が神曲するようになる。卽ち前老の場合は北歐なる 

鄕土で永年の間に淘汰獲得した遺傳質がそのまゝ溫暖な造林地にも持ち越さ 

れて、生長の緩慢と.會形の優良となって現れているが、後者の場合は温暖な 

る原産地では生長、形質良好なアカマツが一層襄冷多雪な地方に植えられた 

為に生育像件の惡い環境に對する固有の内的素質の反應として生長の緩慢と. 

幹の应曲とが現れたのである。 •

從來氣候的品秋を無視して失敗せる造林例は非常に多いが、北海道の鄕土 

樹種についてはこれらの實例は始んど知られていない。これは造林の歷史が 

淺いのと、氣候的差異が紗いのと、充分な觀察が行れてないのに基因しょう

’DI林業品種

同一條件下に生育する樹木でも生育形態にかなりの相界が見出される場合 

がある。これらの形歴學的特性が育林上の一定の性質を意味するか否か疑問 

であり、更にその遺傳性の吟味が容易でないので、品種としての取扱ひにつ 

いては議論の餘地がある。しかし造林撫育上、更に林業經濟上からその取扱 

いを異にする必要ある場合には、之を林業品極C AVictschaft-rasse )と名づ 

けた方がよい。林業品種に關して际往の硏究文獻を掲げれば次の如くである

例へばV.1morin氏(1862,はリガ產のマッの形質の良好な樹酔の遺械性 

を確め、Ciesler氏(1895)はマッ、トウヒの生長能力の遺傳を、Silvers氏 

(［895)はマッの奇形の遺傳をJolyeL氏(1898はフランス産の萌芽の遲い 

ナラの遺傳性を、Kikdiani氐(1908)はロシア產のマツの種子の色の遺傳を、Z 
erdcrbauer氏(1912)はマッの樹冠の形や生長の遲速の遺傳を、Fischer氏 

(1934)は蛇トウヒの遺傳性を、Knorr氏は工・コイアの扭:れの遺傳を、Liese



氏及ぴHintikk”氏(1933)はマツの天狗巢病罗遺何を、又佐藤敬二価士(1

934、はマッの結實に關する早熟性の遺傳について研究報吿している’

IV北海道の母植林の地域的區分

以上母樹の產地並に品種の問題・より見て北海道のトドマツ、エゾマッ、ア 

カエゾマッ等に關してもその地區の造林用距了•は同一地•區の優良な•森林から 

得なければならぬと結論川來る。!-からけ種子の供給上から本道の"立地を如 

何に區分すべきかについて述べよう〇

北海道の氣候は日本海に面する西部、太平洋面の東部、中央部盆地及山岳 

地、南の半島部、オホーツク流に面する北部に於てそれぞれ特徴がある。現 

在本道國有林值五營林局!に分れているが、各替林局の所管區域はこれら氣候 

帶と異々一致しているので森林行政上から種子は各局で自給自足の方針を採 

るべまであろう。
I

卽ち北見局管內は北海道を四南、西、束の三氣候區に分てば東北海道’氣候 

區(背梁山脈以東)の中に含まれる。卽ち氣溫は同緯度の西部に上匕し低溫で降 

水弛が勘ない。而して本氣候區は北見、根釧、寸:勝の三地方に分れるが、北 

見地方は夏:季根釧地方よりも高魂で、冬は反對に低い、併して春が晩く秋状 

早い傾向がある。年降水姑は本道中最も少いが、降雪址は根釧地方よりも多 

<、氣:日數は却って,少ないq更に仔細に觀れば北見地方にも多少の・氣候的特 

性昌:ある。卽ち次の如く區分することが出來よう。

区・" r>_
年年平均気溫

(C。)
坡暖J 3平均 
氣湍(C。)

球密)腕水の米櫃 其他特殊
爭 項

Q ォーツク海側 南部 5—7 20內外 •一 7—9 冬季、春季 
共少し

海水多し

On 〃 北部 4〜5 22 〜21 〃 〃 〃

h 內 ・陸 狱地部 5〜6 20-22 _8～— ]1 早春季少じ 北部祁博多 L
12 山岳部 4〜5 • 20内外 ーれ以下 〃 積雪多し・

4

以上要す.るに沿・岸地帶は海洋性氣候を呈し、冬期の最低氣溫は比較的高い 

が豆季の溫度は內陸盆地程上昇しない、內陸地帶は多少大陸的氣候を帶び、 

山岳地帶に向うに從って秋・雪が多くなっている。これらの氣候分區が母樹の 

立地的品種や育苗、造林の操作や生育等と如何なる關係にあるかについては 

議論の餘地あるが、母樹の取扱いを愼重にする意味で、可及的記氣候分區 

內で種子の自給を圖るのを建前とし豊凶による相互の種子・の融通は差L支え 

・ないと云う程度に考うベぎであろう〇

V北海道に於ける主要針葉樹の品種 、 '

- •• .
北見地方の卜、ドマッ、エゾマッ、アカエゾ,マッ、カラマツについてはどの 

ような品種があり、•その特性はどうであるか、又これを母樹林設定の場合如 

何に考えたらよいか、これらの問題には未だ硏究が進んで居らず、明峻な資

—5 —



料に乏しいが、以下當埸で試驗している’K項を掲げて參考に致したい。

A トドマ、 ソ

a )毬毋• - •.

本道産のトドマツほ宮部、工液兩博士によって次の二種に分新され、主と

して毬果によつモ識別されている〇

でヲトドマy Abies Mayriana アカトドヾツ A bies sachalinensi s
毬果の長さ 

毬果、の直径

苞鱗の形熊

5 ～ 10cm
2.5 ～ 3.9crn

苞鱗は祐鱗より長く、その先端は著 
しく背反す

5 ~ 8.5cm
2 〜2.5cm

苞鱗は种鱗より短きカ、又は僅かに 
長し、先端は通直又は少しく背反 
す

又値脅博士、佐々木友吉氏はトドマツ屬を次の如く分類している。

ア・ヲトドマツ Abies sachaliuensis subsp. mayriana Tatewaki
苞鱗は種鱗より長く、その先端は著しく肯反す。

ネム ロトドマツ Abies sachaHncnsis v；.r. Ncmorciisis

…:•…苞鱗は殆んど抽出せず。 ー'. ■

トドマツ Abies sachaliuc'isis var, schmidii

• 苞鱗は抽出せざるか、稽々抽出す、樹皮は灰白色

アカ トドマツ Abies sachaliuensis var. Akatodo " 1

苞鱗はトドマッに同じ、樹皮は赤褐色を帶び屢々縱裂す,

オニハダトドドツAbies sachalinensia var. Corticosa

苞鱗はトドマツ・に同じ、樹皮はエゾマツに掘1似す。

又原田博士、柳澤氏によれば・アヲトドマツ系を更に毬果苞鱗、種鱗の形狀 

からA、B、G、C2; Dの5型に:アカトドマツ系統をE、F、G、Hの4型 

に分類して居り、卽ちラヲトド、アカトドの基準型が夫女A型、G型でその 

6

間に中間的型態のものが配列され、H型はネムロトドマツに當る。

以上要するに本道產トドマツは毬果の形狀によってアヲトドマツ系統とア 

カトドマツ系統に大別されるカヾ、‘これが地理的:分布を見るに氣候温暖な道南 

四部にはアヲトド系統が多、く、寒冷な北東部にはアカトド系統が多く中央部 

には兩者が混交している。從ってアヲトドマツ、アカトドマツはトドマツの 

立地的品種とも考えられよう。、これら立地的品種の間には如何なる育苗、造 

林上の性質があるかを吟味しょう。アヲトド系はアカ'トド系に比して毬果の 

直徑長さ共に大で種子の重址も重い。例えば著者が調秃せるトドマツ分布の 

南限に近い野幌のアヲトドマゝツ系の毬果の1ケ當生重並は17〜26g平均20.9g 

なるに對し、高棚氏の舊樺太元保呂試驗林のアカトド系の毬果は3.6gに過ぎ 

ない。又トドマツ種子i00粒の重筮は野幌のアヲトド系では1.17〜0.96g、平 

均］.05gなるに對し1左藤博士の舊樺太元北大演習林のアカトド系の種子は0.55 
gに過ぎない。これらは氣候的品種による差異であるが、他面種子•の生育期 

間の氣象的因子•の影響も見逃すことは出來ない。從ってこの極端の例によつ 

てアヲトド系、アカトド系の特性とすることは出來ないが、一般にアヲトド 

ゐ如く大牧の重い種7•かな得た苗はアカトドの如く小粒の輕い種子の苗より 

も生長がよい又低,溫發芽試驗法による種テ發芽時の耐寒性はアヲトド系がア 

•カトド系より小なる傾向を示している。更に原田博士(1946ヽの化學的處理 

法による兩系の性質を示せば、トドマツ稚苗の葉の液汁の水素イオン濃度は 

南西部のアヲトド系が一 ・居大なる傾向を示’し、卽ちアヲトド系の葉の液汁は 

l層酸性が强い、ペントーザンの含有量もアヲトド系より北東部のアカトド 

系の方が大である。臘素酸加里に對する抗毒性はアヲトド系がアカトド系よ 

り弱い。卽ち抗毒性弱い程耐寒性小なるを示している。

以上の顋實によろて水素イオン濃度やペント1ザンの含有量は耐寒性判定 

に重要な要素の一つと考えられ、南西部のアヲトドマツは生長がよいからと

-'7 — •



てこれを北方の山岳•地帶に植えることは非常に危險なことを示している。

以上トドマツの兩系統は槪括的に見れば氣候的品秘として、その推移的中 

間型も多數識別される。しかし同一地域でも、アヲトド、アカトドが相混交 

している地點が少左くない。遠羿營林啓で永年造林小:業に從小:L、秋子採取 

に當っている齊藤氏の翻察によれば、同管內にはアカトド、アヲトドが混じ 

て居り、デヲトド系が育苗造林共成績・良好のようであり。アヲトド系は立地 

條件のよい個所に多いと言うている。この埸・合のアヲトドは氣候的品種と云 

うよりは狹義の立地的品種と言う.べきであろう〇これら兩系品利iの毬果の遺 

傳性に關しては野幌試驗林に植栽されたネムロトドマ・ツの珪果の形態が原產 

地と同一型なる點からこれらは品種:としての遺傳性を冇ずるものである。

f ・ 广,., .• I
b )樹 皮

トドマツは樹皮によっても前記アヲトドマツ、トドマツ、・アカトドマツ、 

オニハダトドマツに分類される。これらは環境に對する反應性とも考えられ 

るが、槪して溫暖地方より寒冷地方に向うに從い樹皮は第1表の如く厚くな 

る傾向がある。これは一面樹令の幼老や生長の良否も考えに入れなければな 

らないが、アカトド系はアヲトド系よりも樹皮が厚いことは明らかである。

(第1表>

トド ,マ ッ 樹皮厚の2倍<吊)

直 径 級<om) 20 30 40
渡島国 檢山地方 0.67 0.91 1.20
石狩国 野幌地方 0.99 . 1.29 3 57
北見国 野上地方 1.02 1.35 1.59 •
旧樺太 保呂地方 1.13 1.57 2.00

Englei•氏も高山のトウヒは低地のトウヒより樹皮が厚く、この傾向は遺傅 

するとして居る。しかしオ=ハダトドマツは疎開地の老木にのみ見られる點 

8

より、これが品種としての遺仞:性を有するや否やは疑問である。

C)雌花の色種子の色

トドマツの種了:には濃い紫黑色と淡い灰褐色とその間に各濃さの中間色を 

配列させることが出來る。種子は羽翼の色と關聯し、槪して濃い色の秘子は 

翼の色も濃く、淡い色のものは翼の色も淡い。トドマツ碰子の色の濃淡は雌 

花の色と關聯するもののようで、濃紫色の花からは紫黑色の種子が得られ、 

黄綠色の花からは淡灰褐色の種子、又その中間の花色からは秋子も亦その中 

間の濃度のものが将られるようである。

原HI博士、柳滞氏に上ればトドマツの秋皮の色はアヲトド系が濃く、アカ 

トド系は淡い傾向があるとしている。卽ち種子の背面の色巧アヲトド系は帶 

紫黄褐色又は赤褐色を呈して暗紫色の細線あるが、アカトド系は帶褐黄色又, 

は黃白色を呈すると。而して同一母樹に產したトドマツ種子には、種皮の濃 

淡の區別は殆んど懿められない。本報吿はSchottc G氏(1901)の北スエー 

デン產のマツ種子は淡褐色で南スエーデン產のものは暗褐色乃至黑色で班點 

が粗いとしているのと同じ傾向を示している。卽ち秘皮の色は種子の成熟に 

及ぼす氣溫、日射、湿度等の影判も考えられ、又採取時の成熟度や精選迄の 

處理操作とも關係するので、ー槪に云うことは出來ないが、種子の色と氣候 

的品種との關係、更に林業的品種の關係卽ち雌花の花と種子の色との關係に 

就ては今後一層多くの資料を用ひぞ硏究すべきであろう。從來色の濃い種子 

は淡いものより品質か良好とされ、トドマツに就ても同様な結果を兩氏は報 

じているが、これに反して種子の色と發芽率との間・には一定の傾冋を認めら 

れないと報ずる例も勘く、ない。卽ち後者の場合は採種、精選の取扱ひを一定 

にLた局所的林業品種についモ論じた場合のようである。

做州には種子及羽翼の形、色に關する硏究が多く、’Schott氏(1901)、 

Mii】】ch氏(1942)によれば、スコッチパイ・ンの同一樹木は年々同色の種子

ヽ —9 —



を生じ、同一恭林內の樹木にも多數の色の違った誣子を生ずる。ポーランド 

のSokolowski氏(1931)によれば同一母樹の種子はすべて黑色であるか、或 

はすべて淡黄色であるか、或はすべてに班點があるかである。同樣に羽翼の 

形及び色も樹木によって異なるが、.同一樹木では常にその特色は一様で、每 

年同一のものが得られる。 ' -

トドマツ種了•の色の遺傅性もi5tf記の硏究と略々一致するものでないかと思 

われる。 I'
d )芽の色 ・ ' •

早春トドマツの芽が次第に膨れ、開舒して行く經過を觀察している匕、芽 

の苞鱗の色が赤色のものと、綠色のものと、その中間色のむのとに區分する 

にとが出來る。芽の綠色のものをアヲ芽、赤色のものをアカ芽と稱すれば、 

野幌地方にはアカ芽が多く、アヲ芽は2〜3割程度混交するに過ぎない。

アラ芽、アカ芽の兩者の諸性質を檢討するに芽の開舒の遅速については殆 

んど相違が見られない。卽を故松川駕治氏の觀察によれば照舒平均月日はテ 

カ芽は5月20.7日、アヲ芽は5月邛.6日であり、又總本數の50%開舒する月日 

はアカ芽は5月18.3日、アヲ芽はI8.2 0で、兩者間の開舒の進度は殆んど同じ 

である。次にこれらと生長との關係について著者の調査値を引用するに、理t 
してTカ芽はアヲ芽よりも生長が稽んよいが、その差は僅少のようである。

e )雌花、種子、芽の色の相互的關聯性色素が遺毎形質として葉、輩、花

•—10 一 ・ 

地区 アカ芽 中間色 アヲ芽
アヲ芽の 
混交步合

噸

野幌

釧路

植栽17年目 

卜Kマッ人工林 

8年生トドマッ

]4年生トドマッ 

人工林

供試其数 

平均直径(cm) 
供試本数 

平均高くm) 
供試本数 

平均直径(cm)

477 
12.39±0.085 

5〇 

8.14 
175 

4.11±0.053

290
42.28±0.092

93
4.16±0.064

22 7
12.11 ±0.114

46
72.3
51

3.7 ±90.094

23%

17%

種子等に分布することは赤花のエンドウ(ドワーフシュガー)や稻の赤毛、 

黑襦等に普通見らるゝ處である。トドマツの濃い紫色の雌花と、紫黑色の極 

子とアカ芽この間にも多少のかゝる色素の遺傅が認めらるゝようである。 

著者は二つの異った母樹から種子を採取Lて、黑色の種子と淡褐色の種子と 

を-苗畑にまいて、3年目の春に、これらのトドマツ苗の芽の色を觀察した。 

黑色の秘子からアカ芽が58%、中間色芽が42%得たが、淡褐色の種子からは 

アカ芽が27%、中間色が58%、アラ芽が15%識別された。この一回の觀察結 

果で色素の遺傳形質次樹木各部に分布すると斷定するのは危險であ石が、前 

訓他作物の關係より見て、かゝる形質の遺傅牲は考えられよう。これら樹體 

內の色素と氣候との間に相關々係があるか否かについてはB；ur氏(1921) 
が支加產サクラソウの一種は20°Cでは赤花を咲くが、30°Cでは白花を唉く 

ことを報じている點より寒地にアカ.芽が多いか否かは硏究の必要があろう°

f ) W 形

トドマツの樹形はアヲトドマツ、アカトドマツによって多少の差が見らる 

、ようである。例えば濃霧地帶や高山地帶のアカトドマツの枝葉は陽光を享 

受し易いように幾分水平に分岐する傾向がある。これは陽光や風衝に對する 

糊木の適應性とも考えられるが、野幌樹木園に植栽されている三十數年生” 

ネムロトドマツが同地產のアヲトドマツに比して枝の出方が水平狀なる點よ 

りかゝる形質の遺傅性が考えられる。 ・ '

: Bエゾマソ

z ■ *
Schroder氏(1898)は歐州トウヒについて立地による多型性を分類してい 

るが、エゾマッについてもこれに近い區分は出來るように思はれる。

a )枝の出方: ヽ-

枝の出方については斜上出、水平出、垂下出等に區分される。これらは立

-n-



地的條件に對する適應とも考えらる'が、その遺傳性についても硏究の餘地 

があろう。 . *

1>)開舒期の新葉の色: •,

•新葉の色が黃褐色を帶びるものと【單に綠色のものとがある。これらはエ 

ゾマツ珪果の褐色味の多いものと黄色味の多いものと相互の間に關聯性があ 

ると思はれ名。卽ちこれらの色要素はトドマツの如く甘果、新葉を通じて遺 

傳するのではないかと,思、はれる。-•

.C )樹皮: 樹皮の肌からみて、一見エゾマッ、トドマツの中間のような 

平滑な樹皮のエゾマツが時に見られる。館脇博士はこれをシロエゾマツと々, 

類している。シロエゾマツは生長良好であるが、多くは若壯齡木に見らる］ 

に過ぎず、これが老齢に於ける樹皮肌の變化は薊然しないが、多分魚鱗乃至 

縮甲型の比較的平滑な皮肌のものに移るのでないかと思われる。又エゾマッ 

の剝れ肌狀の粗诲に縱裂するものも觀察せられるが、これらは環境條件にょ 

るものか、品種的意義を有するのか明かでない。Seitz氏(1927)はマッの優 

良品種として平滑マツ(Plarttcukiefer)、鱗/ナマッ(Schuppenkicfcr)を 

區別している。從ってシロエゾマツについても今後一層・の研究の餘地があろ 

う。樹肌から秋田地方のスギもアミ、ハナレ等色タ區別されているが、エゾ 

マッについても樹肌と材質、生長との關係は今後の硏究課題であろう。

cアカエゾマッ

アカエゾマツはその生育する立地よりみて岩礫地型、低濕地型(泥炭地型) 

蛇紋岩型、火山礫型、砂丘型等その生育の環境は區々である。同一種が極端 

に異った土壤に永代生育して、それぞれ特有な環境區を造つている場合には 

土壤の特性が重大なる關係を有するので土地的品種(Bodenrasse)を區別す 

べきである。極端に特性孙る土壤に分布するアカエゾマツの間に土地的品種 

を識別し得るか否かは俄問であるが、參考迄にドイツに於けるシホヂの土地 

的品種の一例を掲げよう。ドイツに於てはシホヂを石灰質土顷に生育して、

よく乾燥に堪えるもの、卽ちka kcfoheと滋一潤地を好むもの、卽ちW ns-cresc 

heとに分ち、形態學的には殆んど差がないにも拘らず、造林上この區別を重 

要視している。山岳地帶のアカエゾマツはエゾマツと殆んど差がない程よい 

生長をじているが、泥炭地や低滋地、火山礫地や砂丘等のアカエゾマッは極 

めて生長の不・良なものが多い。これらは土地的品種か否かは第二とじて’、母 

樹には造林の對象となる山岳拙帶や蛇紋岩地帶から撰ぶペきであろう。アカ 

エゾマツの立地型に關しては品種と言うよ!)は寧ろ幼時諸害に著しく弱く、 

生艮の遲いアカエゾマツが他植物との競合から免れて、かゝる酸性の高い特 

有な立地に主着、成立したものと考えるべきであろう。

Dカラマッ

.Munch氏によればドイツに於けるカラマツの造林公:失敗は主としてアルプ 

ス旌種千の使用せる事が主因であると言う。卽ち北ドイツに於てSudeten-la 
rcheを造林した頃の老齡林には美林が多く、その後商人の取扱えるチロー 

ル產Alpen-larcheの種子を使用せる幼壯齡林は槪ね不成績である。併しアル 

プス產種子が悉く不良う理由でなく、母樹生育地公海拔高によって著し 

く違うとの說も亦有力である。北海道に遍林された歐州カラマツ它造林成績 

も良否の差が著しい。例へば野幌地方に植栽された歐州カラマツは槍殺で枝 

のみ張つ’て槪形も生長も著しく遜色があるが、落合や,J榔國有林のものは生 

育が相當良好なのは前記の產地問題に歸着せ・しむベざであろう。卽ちアくレブ 

ス地方に於けるトウヒ帶の上方に分布するカラマツは高山の强い風衝や激し 

い氣象の爲樹形が萎縮してい為が、•永年か、る環境にあった爲、これらの適 

應せる生活形は遺傳し、低地に植裁しても高山特有の樹形を帶びるのであろ



う〇又浅間山麓鹽野苗畑に於けるシンシウカラマツも淺間陣、ハヶ岳沌共に 

海拔2000m內外の高地より採取せるものは成績が甚だL く劣る。卽ちこの場 

合は立地的品種として原產地の遺傳が認、められるのである。

カラマツは雌花の色や毬果の形等から多少の品種を識別出來るようである 

卽ち雌花の苞片の色が淡綠色、淡紅色、紫紅色等に分けーられるが、淡紅尊の 

ものが最も多いようである。毬果の形も卵形や同鎌形や椅同形饗多少の4?性 

は考えられる。チシマカラマツにも同樣に雌花の苞片の色が濃紅色、綠色、 

帶黄綠色等があり、チョウセンカラマツにも藤花が帶黃綠色、緣邊淡紅色の 

ものがある。これらの品種的意義については調査されていないようである。

疥せた尾根通り等のカラマツ批林木中には若い年から每年よく結實するも 

ゐがある。これらは陽光の照射と疥簿な立地條件が結實を促進斯しめている 

が他方早熟的に結往し、每年多Mの称實をつける為に生長の停滯を來たす惡 

い遺傳性もあるからかゝるものは母樹として避けた方がよい。'

以上本话つ主要針葉樹造林木について母樹林選定の參考として品種の問題; 

を述べたが、遺憾ながら開拓のものばかりで、今後局署の實行の衝に當られ 

る方〃と共に硏究して行かねばならぬ。これら、は長い歲月と焼まざる努力と 

愼重な注意とを以て一層系統的に分類して試驗を進めなければなら出。 

今後外觀的觀方や形態的分類より一層細胞學的、生理學的、化學的方法を併用 

してこれを基礎づけて行かねばならぬ。署の第一線の實行に當られる方々に 

炫苗畑に・養成している苗木の中異常に生辰の良好なものを隔離栽培して、そ 

の特性を檢したり、毬果の形態、莉子の色、形、芽◎色、新・莖の色、葉の長 

さ、形狀等卽あ形態的特色あるものを隔離して品種的意義を吟味したり、色 

々の角度から硏究する點があると思う。

これらの天然林より優良品種を撰擇する問題は他方當場育種硏究室で行っ 

ている人工交配による新品種の育成や、コルヒチン等の藥劑處理による倍數 

—14 —

性品秋の造成や、X線、その他化學的、物理的處理による新品强の造成問題 

と併行して、今後の興味深い課題であると共に、吾々林業家が直面している 

重要な硏究問題である。
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結實の生理

. x / 」デ’'

林業就隱場札幌支場高•樋 勇

1.結實の經過

トドマツ、エゾマツの開紆・は北海道の低地林でび火略5月中、下旬に行わ 

・れる。卽ちトドマツは平均氣溫が8〜9。(うに•逹した時记開紆し、エゾマッは 

これより6〜7日早く、カラマツはトドマツより尙7、日程早い様であ丄 

これらの樹木は冬芽の開笠に續いて伸長を始め、共の速さも初期に大きく次 

第に遅くなり7月上旬乃至7月下句まで續き此の生長の終了期に枝の光端に 

冬芽を發生する。トドマツ、エゾ'マツでは此の冬芽の發生する頃に翌年結實 

すべき雄花芽が本年發生した若い技に現わ・、カラマツ•は2〜5年生の枝上 

の短枝の光端に雄花芽及び雌花芽が現われる。そして發生した花芽は初めは 

形態的に全く葉芽を區別されないが、次第に生長と共に分化I共:の外而"樹 

脂を覆い9月下旬迄に生艮を停止し休眠越冬する〇

貌年3月中下旬から此の越冬した花芽は再ぴ生長を始め葉#:の開衍•と共に開 

舒し開花する。開花期は年により多少異るがトドマツ、エゾマッは略同じ時 

期であ•り、カラアツはこれより稍早く’行われる。北海道林業試驗場で昭利11 

〜13年間の調査結果に依ればトドマツ及びエゾマツの開花期は北海道では5 
月23日に始り7月23日に終って居る冬野幌に於ける昭和3年〜5年のトドマ 

ッ、エゾマツの開花期は次表の通りである。

: < •.( --

. - '・一 . •
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第1表 トドマツ、エゾマッの開舒期及開花期(野幌)

樹 fii
調査年

(昭和)

開 舒 期 開 花.期

始 盛 終:• 綻 満 散

トドマツ

3年 32/V 21/V 一 一 • • ——
4 14/V ・列 18/VI 18/VI 28/VI -8/VII
5 27/V 3/VI ,/VI 27/V 3/VI 9/VI

平均 28/V /代 14/VI 7/VI 16/V ' 23/VI

王ゾマッ

3年 12/V 28/V — ・ 一 — 一
ノ4 14/ V 6/VI 18/VI .18/VI 28/VI .6/VI

•' 5
♦

23/V 27/V 3ハ] 27/V 3ハI 9/VI
平的 16/V 31/V IV\T n/vi .16/VI 23/VI

トドマツの離花は前年に生長した若い枝か上商に長りて1〜3個が1列に配 

列して直立していて開花後受精したものは直ちに生•長を始める、しかしてエ 

ゾマツは各觥花が前年生長した若い枝の先端に1個宛垂直に直立して生長す 

る。カラマツ類の雌花は主として2～5年生の枝上の短枝の先端に單生して着 

生しIM-の强枝上では雄花と混じている。此の雌花は主とし、て花芽の時代に 

は枝條の側方における短枝の先端にラ皆生してい歹がI用花期にはいづれも垂直 

に直立するに到り開花受精後念速に生長し始める。

これら毬果は開花初期の 叫ヶ月間に略形態的肥大生•長、仲長生長を莞了 

し・共後は種子の成熟のための生-長が紐けられお、そして9月中旬から10月上 

句に完熟朋に蠢し後速かに落下し始める。原川博士(1939)が札幌岳におい 

てトト°マッ雌花芽及び毬果の形態的生長經過について調花された結果は次表 

の泌りである。 • ,

第2表 トドマツ雌花及び:毬果の生長經過 (原印)

・月 長 (cm) 直径(cm)
I V 2.360 L0.082 ].120-1 ：0.023
.V '3；249. L:0.079 ].144-1:0.036

vi . 4.402 |：0.092 2. JOI [Q030
w 5.403 |：0.098 2.41明:。 029
用 6.742-|：0.126 2.666 1,0.031
K 7.016-|：0 096 2.755 卄 019

種了・の成熟期も亦樹種:に依って異りトドマツ、エゾマツは略同時であえがカ 

ラマツ類はこれよ?稍早い。•

種了:が完全に成熟すると間もなく落下し始める。この場合トドマツ珪果は 

母樹の環境により多少異るが健全な毬果は數日間に果軸のみ殘して種鱗苞鱗 

は和i了・と共に脫落する。然Iながらエゾマツの毬果は種鳞苞鱗が脫離するこ 

となく種鳞が開いて巾の種了のみが脫落する。カラマツ類もエゾマツと叩樣 

の經過によって極子・が脫落す务。 ゝ ・

■

■•- 2.花器形成の原因. .

花芽の分化及び開花は結’實・の前提となるものであって’古來幾多の學者によ 

ってこれらの問題が硏究されている。殊に彳巨弟の形成、開花の原因に就いて 

は植物學者或は農學者によって研究せられ乂共結果幾多の學說が現われて來 

たが今日では未だ假說の域を脫していないとは云いながらWent以來植场ホ 

ルモンの硏究の進涉によって久し <待堆されていた處のこれ等の問馬は漸く 

解決に導かれつつあるように見受’けられる。

i)卷料說・ "•

kr. u>及kraybil!氏等(1918の)養料説(或ほ％—Rati。說)或はLoomふ

( ’ぶ 3 -



氏(1933)の生長分化均啊說は余りにも有名でありその後一部學者によって 

否定說も現われて來たとはいた尙多くの學者殊に米國の園藝學者によって硏 

究せられ、今尙共價祐が高く評價されている。この說は我々林業技術者にも 

非常に深い關係を持っているのであって謀林樹未の結實を研究するために是 

非知っておかねばならない小柄であると信ずる。次にこれら內因說の主なる 

ものについてその槪要を說明する〇・

Krain E J氏が191に米國において初みて <:佛 比率說を發表した時と同 

じ頃獨逸の植物生理學者K】cb .G氏(1898〜192&)はSemqcr vivum Tmikis 
を實驗材料として硏究した結果植物が開花に到るまでの生育期間を次の段階 

に分けた。 <

丄花熟狀態(Bl'ih rcife)

2.花芽原•選の形成(Bliiten anlage)

-3.花芽の發育

卽ち柚物は南花に到あ迄には發育上上の3段陪を順次に經る必要があり、 

その各段階を完了するたにはん段階において異る環境を必要とすると云うの
/ ・・

である。 •

次に Krair E.J.及び Kraybill H；R.氏等(1918)に依って c/n —Relation 
［に瀬する論文が發表された。卽ち彼等はトマトを材料として依驗を行いその 

植物偉內の〇/nの比と植物の生肯殖相の關係を次のように說明したのである

i) c/nの.•比が著じく大きい場含にば生育は繊弱であって、この場合Nが生

長の制限要素となるため.にこの比率が大ぎいのはNが過少に存在Lてい 

るの、である。ー •

ii) g/nの比が一大きい埸合には結實はすこぶる多い。この場合N化合物の供 

給は充分であるからこの率の大きいのは炭水化物の生成がすこぶる大で

・ あると考えられる。

—4フ

iii) 〃N比率が小さい埸合には:做葉が肚盛に發育する。從ってCもNも充 

•分に存在するが特に炎水化物は余す處なく依葉の發育に用い盡されるた • 

めに花芽の形成は行われない。

>V)c/nの比が極端に小さい埸合、には生育が惡く結芯は行われない。この 

場合炭水化物が不充分で制限要素になるのであってNが多站:にあって.も 

共の・效果が無い。

Kmusoこのc/n比率說が發表された後幾多の學・けがこれを實地に證明しょ 

うとして硏究を行つ、た。例えぱ肥料として速薮性のN肥料を施して輩葉を充 

分發廿•させ炭素同化作用を充分に行わしめて炭水化物の生成を促丨•以て結實 

を多くしょうとL、或は果樹に對す.る環狀剝皮を行い樹幹枝條に7nの比 

を火ならしMようとし又前木の移植土壊の乾’燥埠によって結實を促す等は皆 

この養料說によって說明される〇

我々が取扱う處の殊林には結實の週期性があつて農作の翌年は凶作となり、 

トドマツ、エヅマツは1年目に1回豊作となる等はこの養・料說と密接な關係 

があるように考えられる»然しながらその後Mcximov, Borodin, Denfer等 

がこの養料說を否定した報吿を行ったが最近では多くの學者は〇/n比率の變 

化が花芽形成の直接の原因ではなくむしろ植物の花熟狀態に逹した結果とし 

て現われたものと見做す倾向がある。その後Loomis,ヽV. E.(l933)氏は生艮
〇 '

分化均衡說(Growth-differentiation balan e )を發表L 居るがこれ,も<;/n 

比率說において炭水化物と琵素との他に更に水分原形質合感に必要な諸要素 

溫度等を・考慮に入れ張に近ぎない。

ii)光週律汝促春法
花芽の分化開花の外的原因に關してGarnet- W. w,及H. A AUnr(l(1920) 

によって發表された光週律(Photo-pericxlishi)及Lysonko T. D.(1934?に 

よって唱道された促春法(Jarowisatiou, Vernalizationヽ・の學說は余りにも
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有名であるが、これ等の應理は花芽の分化開花期を促進するために用いられ 

るので我々林業用稲子に對する關係は極めて薄いものと考えられるので、此 

等の學說丄AVent以來急速に發逹を見せている處の铀物ホルWン說の關係を 

簡單に說明,し・參考とする。 ' ' , . • .

1920年にGumer氏黑は植物を長「I植物、短H植物(小間値物)に分けら 

負Lることを發見したが、この場合に光の把縛は同化作川に關係なく只葉に的、」 

する刺裁として作用す之ので極めて弱い光で充分であること、從って植物は 

至體が處理されなくとも一部の枝葉處理によってその光週反應を示すことを 

發見した〇促春法卽ちParowizationとは發券した植物を「定期間一定の溫 

度に侈っことに依って開花期を促進することであり、共の處理溫度は普通1 

〜5°Cの低溫であるが批物によっては2〇。〜30°Cの高溫も用いられることが 

ある。これはロシアでは娥冬性作物に應舟して實用的效果あげて居るがこの 

原因にづいてはLy ；>nko代によれ诙植物はその發育期間中幾つかの段階を經 

過して初めて開花、結實に到るものであって、卽ちその第一段階は要熱期 

(Thermal stage )であって、湿度の作用によって完成され、第二段階は要 

光期(.Photo stage )であって要熱期を經過した植物はこの要死期を經過し 

てから開花に到達するのであると。そQ後幾多の學・者の硏究にょづてJarow- 
izationとPhotoperiodismの適當の•組合せによって最:も效果的に開花促進を 

行い得ることが實證された結果Jarowiza tionによって先づ植物の生長血iの 

分裂組織に’花芽原慕の形成を促し、これに績いそ光週處理によって花芽原基 

の生長發達を姓進することも明らかにされた。 ’ ノ

これに就いてMcichersG.(1937)は實驗の結果から開花には2種のホルモ 

ンの存在を假定しているのであって、卽ち共一つは溫度によって活動Lその 

作用によって植物は花熟狀態に達するもので、彼はこれをVernal inと呼び、 

他は光によって活動しその作用によって始めて花芽の形成が完成される處の

• — 6 — *

ホノ Iモンでこ&をFlorigi nと呼んでいる。农近Purvi-やDcnfferは多くの實 

驗の結果からこれらの關係を次の様に說明!.た、卽ち植物は花器り形成まで 

・の間に榮类相と生殖相の2段階があり、前村には低溫處理が、後晋には光が

影響する、そして柚物は發井後低溫厩理によって1植のホルモン源(Mclch- 
】• <Z> UernaKnに相當する)ができ、これによって花芽原棊が形成されるの 

で榮揆相はこれによって左右されること、なる。 •'

又共後のホルモン波が光週處理に依"?て開花ホルモン］Florigenにす］當する) 

•を生じこイ感［花芽發育を促し開花を齎すので生殖相のさはこれによ〇て左 

右されると。要するに植物の開花結實現象は一種のホルモンに基因するもの 

と考えられる。 ー •・ 、

■- 3.•結-實の週期現象
.、・•へ.• *v"

f . 7—*
* .

林木の結實には据;1X1の週期現象のあることは一般に’よく知られている處で 

あって、北海道では槪してトドマツは3年に1回の凶作があり、弗作が、2ヶ年 

續くこふは稀である。エゾマツも大略トドマツと・同じ傾向を持っていてトド 

マッの豊作或は凶作の年にはエゾマッも亦翌作或ぽ凶作となる樣である。そ 

してカラマツは豊作の週期は卜・ドマッ、エゾマツより•長い侦向がある〇今北 

見地方のトドマツ’、エゾマッ、カラマツの結實週期J生に就て看るに他の多く 

の中部地方点稍異る傾向が觀察される<5トドマツに就ては瀧の上、紋別、遠 

輕、丸瀬布、佐呂間、留邊菓、網走、、 エゾマツに就ては湖の上、紋別、遠軽 

丸瀬布、泄朋、網走、又カラマツに就・ては遠裡、丸瀬布、北見、 置戶に於けー 

る餌往の結實狀況に關L豊作、並及豊作、及び凶作の〇年(連年)乃至6年 

の週期別濒废數の總計を求めれば次表の通りである〇

. ー」 ・…



第2表 北見地ガに於ける豊凶の迪期表(注、疆とは並及胜を金む)'

ヽ
〇年 !年 2年 3年 4年 5年 6年 総|01数 比率C%)

A

豊 •7 〇 .] 3 2 ] 21 27.6
並 39 6 4 50 73.8

•凶 4 2 4 〇 3 ] ] 20 26.2
ェ・
ザ

ツ

豐 % 3 1 3 5 22 30.6
・並 28 9 ,4 47 653
凶 4 7 2 4 25 34.7

’力

マ
ッ

豐 2 ° 〇 2V
*

飞 22.2
並 14 4 2 24 66.7
凶 2 2 2 2 12 33.3

トドマツは總同數の比率から看て4年間に各1度の割合で戏^と凶作が起 

リ得・小が考・えられ週期別發生顏典就いてみる時は换作は連續發生が最も 

多く次に4年口に1度發生する埸合が多い、.又凶作は連續及3年目(2年お 

♦S)に尊生する埸合が多く、3年以上の間隔をもつ場合は極めて少い。エゾ 

マツに就いては總回敏の比率に就いてみる時は略3年間に各1回宛の割合で 

胜作と凶作が發生してい•るボ週期別發生濒度•數に就いてみれば般作は連續及 

び;5年目に發生する埸合が址も多い傾向がある。又凶作は2年目に發生する 

場・合がMも多いようであ・る。カラマツに就いては總回數の上ヒ率に於て凶作は 

エゾマツと同様3年間に一度の割合で發生し理作は約5年間に二回の割合で 

發生しているにすぎない、卽ちカラマ,ッの豊作の發生回數はトドマツ、エゾ 

マッより少いのである〇又週期冽發生濒度數に就いてみてもカラマツは豊作 

は連續及び4年目に1回の割合で發生しているにすぎす、大略東京皆林局調 

充による本州中部地方のカラマツのそれと一致している。凶作は5年目以內 

の申何年目に發生する埸合が多いか明瞭でないが、又5年以上並或は豊作が

一 8 ー ー 

〇.

續く小もみられない。又北海道では凶年にはトドマツは全く結實を看ないの 

にエゾマツは凶年でも多少は結實木を看ることができるようである。

然しながら一般に結實は觀察によって只槪念的に珪果が或林分內の务數の林 

木に多抵に或は少址に君生したかによつズ判定せられるのであって結實の骚 

凶の遍期現象の原因を追求する前に此の戮作及凶作の意義に就いてお察を加 

える事な必要であると考える。先づ針葉樹の埸合林木の結徃の豊l'xiは多败の 

結’代可能な林木に就いて共の毬果布生址の多少&共の各毬果內に包存する種 

子の品質卽ち發芽力を有する純良種子・の數に依って決定すべきものである。 

一般には各母樹は多並の毬果が着生している年(一般には翌作と云われる) 

には種子の品質は良好であり、これに反、して多くの母樹に珪果のポ生站の少 

い年(一般に凶作と云う)には種子の品質も亦不良であるのが通常であって、 

その原因は開花期に雌花精:生虽の多い年には雄花も亦多く蒞生し、 これに反

/
して雌花着生址の少い年には各母樹に對する雄花若生最も亦少い關係か卓毬 

果の希生掀び多い年卽ち豊作の牟‘こは雌花の受粉は充分に行は君毬果着生无 

の少い年、卽ち凶作の年には花粉は不充分であって受粉が充分に行われない 

']}•に基因すると考える。然しながら毬果着生淵Zの多少.と種子の品質は必ずビ 

も、上記の様に一致するものではない、卽ち毬果希生量の少い年卽ち凶作の年 

には極子の品質も亦不良であっても毬果游生蛰が多虽の年(卽ち豊作の年) 

には種子の品質は必ずしも良好ではなく凶作と同じ樣に不良の場合もある。

例えば南桦太の保呂地方に於て昭和5年〜同9年間トドマツ、エゾマツ混交 

林のM'ilO-r ールの林分に於ける結實最を每年調花し・結果は次表の通りで 

ある。 •



第4表 林分に於ける毬果及種子の收史並に共の發芽率表(保FD

,樹

IF
年度 
(昭和)

立木 
本数

結実 
木数

結実本1 • 
数步合!毬果数
叫 .

毬果 
容は

毬果 
时・ 

g

種子 
城推 

g

毬果帀 
年に到 
する阳 
皆％

発芽率

/b

麗凶

卜

ド・

5 年 38 19 50.0 848 18.0 12140 U85 9.76 14.0 〇・

6 年 38 32,24.2 6103 161.0 76247 7258 95J 0.4 ◎

マ 7年 33 3 7.9 7 — 33 ・! 3.03 5.0 ZX

ツ 9 年 •37 29 78.4 5389 207.3 73908 7063 9.43 18.8 〇

5 .年 34 20 .58.8 4259 65.5 30835 1010 3.37 54.5,

ゾ
6 年 34 .29 85.3 11932 184.0 65201 103.7 1.56 42.B 〇

マ 7 ‘年 血 2 . 5 — 一 0.7 一 △

ッ 9 年 34 8 23.5 2047 38.6 14555 404 2?77 57.21 〇 ■

昭和6年はこの林分內では結度本數、毬果游生量共多く卽ち通常毀作と云う 

程度であった。然しながらトドマツは毬果重址に對する種子の收袖割合は他 

の豊作の年と同樣セあつスが種子の發芽率は僅か0.4%にすぎず實質的には 

凶作と同様であった。又エゾマッは毬果からの種子の收如:率は約1%少く、 

〇千の發芽率も亦10%以上は低下した。この年の種子の品質の不良であった 

旬!由は當年の6、7月の候に雨天が多カ!つたため雌花の受精が不良であったが 

に依るものと考えられる。又エゾマッの’種子の收茹率がこの年トドマツに比 

して饵:下が著しいのは秘子の離脫の場合にトドマツは:毬果が乾燥すれば崩壊 

して全部の種子が毬果から容易飯脫出ずるのにエゾマッでは乾燥に依ても卷 

果は崩壊せず不良種子は嚇Iが困難であるのに原因するもの丄考えられる。 

結實豊凶の原因となる最大要素は雌花芽旅生址である〇この雌花芽«つ希生址 

の多少は樹木の內的原因及環境如彫學によって決定するが、內的原因として. 

は旣に述べた處の養料說によって^<もよく說明ぎれる。卽ちトドマツ、エy 
マッ、カラマツ等は開花の前年夏に花男:の分化が行われるがさの分化期には 

當年に関花受精した毬果が未だ枝條上にあって生長を經けている・期間である

—10 — 

ためにこの球果の成度成熟のために林木樹體內の貯蔵養料叩ち炭水化物は多" 

址に種、の成熟のために消戏せられ花芽原基の形成を阻害デることとなる。

從って豊作の年には花芽の生成は極めて少くなる。次に花毋W>生成代の多少- 

は花芽分化期の氣象狀態の影癒を受けることも明であって「トドマツ」につ 

いては南樺太の保呂地方で期在Lた處花芽分化の年卽ち前年の7 、月の氣温が、 

址も關係が深いことが認められた。

”次に分化した花芽は冬季間榭脂を秘ったまま越冬Lている間に.匕類、哺乳動 

伽の喰倂或は晩知妲害を受け:c枯死するものが有って、此の被害の程度は阻 

花期に於け名花芽の借生址に非常に影響するものであ五〇 (第8表參照)

花芽は•以上の樣な經過を經て開花に到るが開花加に全て受精しない雌花は 

花のままの形を止めて生長せず遂に毬果とならず枯死する。亦受精した雌花 

は直ちに念速に生長L始めるがこの開花期には極々の害虫の役喰を受け、1 
ヶ月後には毬果は不整形を呈して生長を停止し成熟期における種子の收Mを 

著しく低下せしめる。毬果及種子に寄生する害蟲の主なるものは次のような 

ものが有る。 •

毬果の果勤に寄生するもの

マッ ノ マダラ メイガ Dioryctria abktella S.ct.D.".
• . ♦

トドマツエゾイッタウヒアカマツに寄生する

、 マッ ノゴマダラメ’イガ Diofyctriu spleiididella H.S.h;

トドマツカラアツ ヒメコマツアカマツに寄生する

、エゾマツカサハマ・ ' I/ispeyro hi strobiclla L.
・エゾマッに寄生する

種子に寄生し喰害するものがあるがその被害は極めて輕微である〇

4. 結實豐凶の豫知法

6 ' • • ,ヽ・’
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林木は佇樹駆ごとに特足樹齢と形態卽ち生殖扪に達「れば正常なる生育を 

なすものは環境の好條件によってすべて開花結實をなすに至る。亦その結實 

邪:は豊凶’の差がある。然しながらこの傾向は通常近接木間では一致しており 

或る林木は豊作の年に他の林木は凶作となったり亦共の逆となったりするこ 

とはなレ?。從って或る林分の結實の程度は共の林分中の數木の優良標準木を 

調査するこ［によって大略推察することができる。但し標準木は生可良好に 

して花芽の希生し易い優良母樹を選定する必要がある、何故ならばトドマツ 

は豊作の年には各柄の形狀の林木に花芽は藉生するが並作以下の年には冠形 

の不良な林木には結實するもの少く、亦凶作の年には病害、虫吿木等の生育 

不良木にのみ花芽が希:生す"る傾向があるからである。

林木の結實狀況を共の成熟前に知ることは種子需給計肅(好藏、採取、播殖 

等')の遂行上あるいは亦天然更新の實行上極めて重要な意義を有するもので 

ある?然しながら林木の結實は2ヶ年にわたって行われ農作物のように豐凶 

作が開花當年のみの狀況によって決定されず或は亦果樹類のように询定しか 

摘果によって結實址を人工的に前節すること’が困難であ;るために翌凶豫知法 

も亦これらと異らざるを得ない。今林木の結實豫知法を次の如く二大別して 

それぞれ特徴について考察する〇

槪察法.....早期に槪略を後知する

精察法.....開花後採取前正確に豫知する

i)槪察法
木法の目的は豊凶の程度の正確度は多少職牲にしてもできるなけ早く知 

ることにあるのであって、その調布法を精密に行えば施業上不便を感じ 

ない程蛆正確度を持ち亦•豫知し得る時期も前年8月上旬から當年3月頃 

まで行われる。但しこの方法は原則として花芽の寿生遍:によって豊凶を 

豫知するのであって調衣後に發生するところの花芽の被害［例えば鳥獸

12

による喰害、寒害等開花期に於ける氣象的影鹽、及び開花後の昆虫等に 

よる喰害等な考慮に人れないのでおる。この方法えよって花芽の着生荣 

を調彳Eする場合には先づ標準木熟定めて叔條の採取を行うか樹上にない 

て枝條の調布を行なわねばならない。調査用枝條は林冠上の如何なる位 

遣に於て撰炬すヾきかは樹種により種子の希生位置づ特性に從つて異る 

べきである。 パ

トドマーツに就ては野幌繩方に於て樹冠上の高さと毬果ポ生數の關係を2本 

の何樹に就て調去した結果は第4表のとおりであって、豊作の年であるHfi 

和22年には樹冠の頂端から下方1〜3】nの間、特に1〜2mの間の・枝條に毬果が 

多・く希生し,並作の昭利19年には頂端から2mの間特に1〜2ns間に多く着 

生する倾向が認められたのであ須。從って調査用枝條は樹冠の］if端から3m 

の間に求むべきである。私はトドぐツに就いては樹冠の頂端から9.印、、!.0 
m、2.0mの南北において强大な枝條各1本宛採取して調赤に供している°

第•4表 トドマツ樹冠上毬果游生量(野幌)

<注)供試木はいずれも2尹地林內の健全木である

供

木

幹頂からの 
距離5)

昭和22年(豊) 昭和19年(並>
舗 考

・北・ 南 北 南

ゆ～1 29 6 ' 17 ..32
樹高 171X11〜2 361 288 48 54
枝下髙 8m

8 2—3 165 206 9 8
直 径 40cm

3〜4 36 72 〇 1
樹冠直径 7 m •

4〜5 
___L_______

14 5 〇 〇・

〇〜1 3 3 一 4 11
1〜2 113 139 12』 4 樹 高 17m
2〜3 89 101 8 〇 枝下高 6m

9
3-^4 70 66 〇 7 •直 径 -32cm -
4〜5 68 71 〇 〇 樹冠醇 5 m
5～6 24 31 0 ・〇

6〜7 20 •< 〇 〇 〇

7—8 〇 〇 〇 〇
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エゾマつの樹冠上の理果虽も大略トドマツと同樣であるから枝條の撰定も

トドマツと同樣の標堆にょり行い咨る。

カラマツに就いて未だ調充した成績をみないが私が南株太に於てグイマッ 

に就て調査した結果によればグイマッの樹而15叭 樹齡3〇〜40年の弧立木の 

母樹では毬果は、樹冠各部分に散生し’て若生す•るが全借生虽のSO/以上は樹冠 

Q下半部に落生する〇又一本の枚摘でも共の先端から1〜2mの間に最も多荣 

に着生する傾向がある。從って此樹冠に就ては技條は樹冠上共の全長の中位
二 IWf a */ ,； • - *

】ん位、下位におけZ南寸匕兩側において各1本宛を選定し共の枝條が長い場合 

は先端に2：hの部分に就いて調花する登可とする。 ・

廣葉樹中力パ親住共花穂が糊冠の上端を除く全面に互って共の枝條の先端 

に着生する’、從って枝條に樹冠の3/|以下の位置に求めるを可とする。

A)冬芽の解割による方法 一、'

冬芽の分化が行われた後に枝條に希生する冬芽をナイフ综・を以て解剖し共 

の葉芽、臨花芽あるいは雄花芽を確め、・.その水址によつ’て若花范乃至結實:吊 

を豫知する方法である。この方法は熟練を疫し槪¢7法中最も困難な方法であ 

るが亦正確度の高い方法で£る。 •・ ’

此の方法はエゾマッ、カバ類の樣に雌花芽と葉芽の判別が外觀では困難な/ 

樹種に應用される。卽ちエヅマッは前年外部形態によって葉芽と雄花芽、雌 

•花芽の識別に困難であるために解剖による外なし10月、:H月の頃枝條上の冬
く ^ - .

芽を全部ナイフをもって縱斷し擴大鏡をもって識即丄雌花芽の希生量を調査 

し得る。シラカバの類も嫌花芽は峽秋季に形態により容易に識別し得るが 

雌花芽はトドマツ、エゾマッと異なり葉芽の中に苞藏されているので外觀で 

は識別が極めて困難であるが、1月頃この方法に依れば携實に識別し得るの 

である。エゾマッ、カバ須は枝條上に前年或いは2年前の巷果或は果穂の痕

跡を殘して居る為に多くの場合前回の結實端:とを比較し得る〇

—]4 一

B)冬芽の開舒促進に依る方法 ,

此の法は枝條を水中に挿して暖•房設備のある室內に放置しその冬芽の開舒 

を促進せしめて以て雌花芽の荒生數を調査する方法である〇これは冬芽の外 

觀に依る識別が困難であり且つ室内に於て開舒の容易に行われる円ラマツ類 

カパ類ヤチダモ等に應用するを可とする。カラモツ類も毬果は數年間播生し 

史いるので前回の結實仙とは容易に比較し得る。

本州中部地方に於けるカラマツについては見越氏(昭和14年)及坂口氏(昭 

利18年)等にこの方法によって妬R的に結7T尊!報を行って居る。菴は昭加汀 

年1月南样太に於て各地方からエゾマッ、カラマツ、ダケカンバつ枝條を採 

取I・て此の方遞に依り調在を行った處同年結實狀熊は果して豫報と全く ー 

致して居たのでその結果のー一部を揭れば次表の通りで-ある。

第6.表•エゾマッ花芽着生數調査表 (が|居地方)

供試木

昭和17年 昭価6年
備 考

•雌花数 雄花数・ 毬果数

' 1 〇 〇 〇
/ •

枝條6朱
2 330 〇 27 〃 !

3 . ,45 30 13
4.. ］〇 15 3 〃

5 〇 550 〇 rr
,汁 385 575 43 ク ・

平 均 '37.0 115.0 12.6
•比 率(％> 24.3 75.6 、 、 !

各供訊f木は樹冠の上端から0.5ml.0m?.0mにおける南北兩側から各1本宛 

の枝條を採取L咬房室內にお・いて冬芽を開舒せ;しめ花芽の分布數在調赤した 

ものである〇この資料に基く:17年の結實狀況は林木に依り差が大であるが槪。
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して良好で,並作であった。尙ダケカンパ、グイSツも此の方法によって調・在 

した結果は結代皆無で正確に結實狀況を豫知することができた。

「溫落法による開舒促進.」

一般の樹木は冬季暖房室內においそ冬芽の開舒を促進することができるが私 

は本年1月當試驗場に於てカラマツ、’ヤチダモ、シラカバ等・の枝條挙豫め 

309及び仙。Cの溫湯に一定時間浸潰した後叫迫の室內に於て開舒期の試験 

をした所次表のごとく樹種により溫浴法が潺しい效果を示したものもあり亦

ったがヤテダモは30-Cの溫浴分で28日間開舒を促進【ヤマナラシは30°Cの 

溫浴30分で26日間開舒期を短宿することがでtた。

C)外觀による方法

これは狗眼的觀察により花芽と葉芽が容易に識別し得る樹種に應用される〇 

一般の針葉樹は晩秋冬季に到れば此の方法に依って妣雌花芽・及び葉芽の識別 

が可能となるが是は熟練を获する。然しながらトド、’ツは雄花芽と雄花芽の 

范・生位置が明瞭に異るので毗£花芽と葉芽との謫別さえすれば容易に雌花芽の 

—16

落生數を調査し街る。昭和16年12月南樺太に於てトドマツについて調査した. 

結果の一例を揭れば次表の通りである。

第8表 トドマツ雌花芽及莅果济生數調布表(眞岡地方)

供試木 
番号

］

昭和17年 昭和16年 昭和15年 •,昭和］4年 •
備 考

枝條6本
一^

20
死

118
生

3
死

19
生

12
死

36
生

2
死

2 31 -175 5 162 5 67 〇 1J
3 ,・削 331 〇 321 〇 67 〇 9 〃

4 40 78 6 77 J6 33 22 15 〃

5 ］〇 113 5 83 30 65 6 27
計 117 151 19 522 63 268 30 75
平均 23.4 123.0 3.8 104.4 12.6 53.6 60 15.0
比率％ 16.0 / . 3.5 Z / 19.0 / 28.6

枝條採取方法は前述のエゾマツの場合と同様である〇表中生は雌花芽の中確 

實に生を保ち樹脂を被って將來開花L得る狀態にあるもの(昭和17年)或け 

旣に開花じ果軸として枝條上に毬果の痕跡を止めるもの(昭和16年以前)を 

云い、死とは雌花芽の旣に死せるもので將來開花し得ないもの(昭和17年) 

或は開苟に至らず枯死した離花芽の痕跡(昭和16年以前)である。枯死の原, 

因は共の形狀より看て鳥類の喰害を舉けたものであって其の割合は最大昭和 

16年の96.5%に及ぶ、この調査結果に基く豊凶の判定は昭和14〜16年は並作 

昭刑117年は稍毀作で實裕の當地方の結實狀況と良く 一致していた。

D)氣象による豫知方法

林木の結實の豊凶の原因となる因子は前述のように樹木の養料、氣象要素 

特に芽の分化の行われる季節卽ち前年の氣象及び開花後の氣象狀況或は動物 

昆虫等の霄によって影響を受けるものであるが、結實の豊凶(主として花芽の
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着生數)と前年(花芽の分化する年)の氣象要素の關係を長期間にわたって 

統計的に調査し本年の氣象資料に基いて翌年の結實狀況槪略を豫知すること 

が可能でああ場合がある。

私が南棒太に於いて、保呂試驗林のトドマツ結實狀況と落合測候所に於:て調 

査された20ヶ年間の氣象資料の關係を調査した結果:によれば、當地方のトド 

マツの結實の豊凶と前年の7月の平均技低氣溫との關係が極めて密接であっ 

て、これから7月平均最低氣溫が!0cC以上の場合には翌年の結實は並或は 

豊作を豫想することがで在る。

•北見地方の結實の豊凶と氣象の關係については目下調査中であるが網走地方 

に於けるトドマツの結實については前年6月の平均最低氣溫7.7。應ル密接な 

關係があり、卽ち平均最低氣溫7.7吋附近に凶作と並作及び豊作の限界點が 

存在するようである。當地方の氣象狀態は他地方特に礼幌地方に比［て著し 

く糞なると共にトドマツの結實狀況も亦札幌地方に比して著しい特徴をー= 

して居るようであるー。

トドマツについてはこの方法は若し7月の氣象狀態のみによって翌年の結實 

虽を豫知L得るとすれば他の方法より早期の豫知となるであろうし、亦野外 

における標準木の調査を必要としないために方法も’亦極めて簡單である。

ii)精 算 法

林木の結實量は前記の槪算法によって前年に略豫知することがK…るがそ 

れは主として調査當時における花芽の若生址を知るに過ぎない。然Iたが广 

林木の結實は2ケ井にわたって行われる關係上花芽の希生量のみで結您「「を 

豫知すぎ事は困難である。卽ち花芽及雌花は動物、烏類、昆虫の喰害を受け 

或は氣象的被害によって結實量が戒少する事は前述の通りである。從ってM 
も精密に結實損:を知るためには種子の未だ成熟しない前に新準木を選定して 

結實虽の調査を行わねばならない。この調査に依て種千の採取費、功程、

-18 -

價格等が見積られ採取事業計肃が立てられるのである。

標準木を定めその毬果着生址、各毬果內に包仔される征子の粒數並びにそ 

の充實步合、種子の歩止等について調査すれば略正確に結・實址を知り得るも 

のである。
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母樹林の施業法

林業M驗場札幌支埸松井善喜

I,母樹林の種子生産量

i )天然林に於ける種子の落下址

從來本道では母樹林として特殊な取扱ひを受けた林の結實なは遺憾ながら 

調在されてないので、天然林に關する資料について述べよう。昭和:17年野幌 

試驗林の!・ドマツは豊年であったが、壯齡の中大徑木の占むる淑閉林分では 

第1表の如く1】萨當種子落下:址は28.6gに逹L、畑地の播種量の牛分弱に及ん

<第］表> トドマツ天然林の林況と種子の落下疑

■ 胸

高

直

径

階(cm)

17#IU£ 17林班 2帅 2林班
若令林 肚令林 壯令、林 壯令林 老令林

小、屮径木林 径木林 中径木林 中、大径木林 大詰木林

酎閉密 力 〃 燄閉稍疎

針葉隅 針〃 廣〃 針〃 虛〃 針" 廣〃 針〃 贋"

陌 

當 

主 

林 

木 

本 

数

6～10
12 〜20
22 〜30
32 〜40
42 〜50
52 〜60
6〇〜7»

40本
460
340
190
1〇

本

10
16

248
360
200
48

8

8

35
30 

-135 
325
45

145
95
16

5

100
190
180
140
10

30

10

90 f
60
60
30
4〇
40

10

250
110
20
30
10

計 iaio 10 872 8 570 255 620 40 310
ヽ

22cm以上 
針葉曲計

540 608 550 520 180
22cir
Inx2 
落

［以上の 
直瘗くcm) 29.3 31.2 34.0 35.3 46.0
當種子 
下拍<め

14.16 20.47 21 77 28.61 19.0



だ。しかし中徑木を主閥とした壯齡林下では2〇〜22gで、標準播誣址の】/3强 

の秘子が林床に落下したことになる。•しかし未充結獲適齡期に達しない小徑 

木を混する若齡林分では14.2gで結實最俺期の林分のソ2址の落下に過ぎない、 

又旣に後閉稍々疎開して來た老齢林分も極子は减じ19gとなる。又昭利il7年 

遠輕營林署の野上經營區(高距約550m )で中野實氏が調査せる値も、トド 

マッ壯齡林(中徑木を主と,る)-elm嘴19.5g、1.838粒であった。又昭和 

年原日I、柳澤兩氏が定山溪經營區での調査値も1】】送當1245〜1633粒、卽ち:14 

〜19gとなっている。以上北海道に於ける調査例と舊樺太に於ける調香値と 

を比較するに、片山、平山兩氏(,昭利117年)の元九大演習林に於ける調査に- 

よればlnF當エゾマッ、トドマツ落下種子觉計は昭和9年1061粒、同11年は 

347粒で、11年は凶年であったが、昭利|9年でも野幌の壯齡林のトドマツ落下 

粒數の4割、重址の1.5割に過ぎない。又佐海博士 ’昭和・年)の元北大演習 

林に於ける訓査によれば1】萨內の落下種子员はトドマツ48〜58粒及びエゾマ 

ツ815〜1812粒である。卽ち種粒の小さいエゾマツを重量に換算しM比較す 

れば兩者を合併して野幌の壯齡林の15%に過ぎない。上田氏の元京大演習林 

に於ける調査例もImZ當エゾ、トド併せて1200粒位の種子の落下址を見込・ 

んでいる。以上高緯度で寒冷な舊樺太に於ける種子結實景は勘ないが、北海 

道に於て,はエゾマッの結實址も一層・多いもの、ようで、前記野上經營區に於 

けるエゾマッ显實年废に於ける中野實氏の調禿例によれば(未發表)エゾマ 

ツはIm2當15.4g〜16.5g、10.625粒落下して略,々播種最の77/に當っている。 

又エゾマッ、トドマツ混交り採伐林下の種子落下RはImZ當エゾマッ4.97g 

2.377粒、トドマツ6.69g、789粒で前記壯齡ー商林より勘ない。

ii )トドマツ人工林に於ける種子の落下虽

トドマツ人工林が特栽後幾年目より結實し始め、母樹とXて利用するには 

幾年目頃であろうか、これらは興味深い課題であるが、從來本道には古い•造

林地が無いので、未な調査の例がない。野幌試驗林1林班のトドミッ栽植林 

は大iE2年秋に紡栽、昭利119牟秋第2回間伐を行い、一同23年現在中央徑22.3cm 

中央高」6.5n】、陌當換笄1040本の林況にあるが、間伐後2年目には間伐後の 

環境に適應して多少の結狂が見られ、3年目の昭利122年は、殺實年度に該當 

せると相俟って、旣に環境に適應し、充分陽光を享受して、よく結實L、こ 

れが落下莉子による發生稚苗は第2表の如くln】2當938〜183札平均393本の 

多數に達した。今、秘子の發芽率を35%、林地つ發芽率を20%、1年目の發 

・苗如•古損率を30%と推定すれば、柚栽後34年目に1】ポ當6.70〇〜1.307粒、平 

均2.803粒の秘子が落下したと考えて大過ないであろう。卽ち普通畑地播極 

堆の約牟筮が落下したことになる; •

(第2表) トドマツ植栽林に於ける稚-苗の發生と落下而i子<Jmy)

の
の
苗 

1122.
如
生 

噂

発 -
稚苗

木数、

1年目稚苗 林地 

発芽率

種矽下 
予想衆

(粒)

考備
脚1率 枯損本数稚苗本数

2 
年 

生

最・大値

・小値 

平的値

938
183
393

(%) 30
〃

402
78

168

1.340
26]
561

(%) 20
rr

〃

6.700
1.305
2.805

昭利2】年の| 稚苗 2年目稚苗 I年目稚曲 林地 種子落F
発生苗 本数 枯tn・率

祜拍
本数

稚苗 
本数

枯損率
枯摂 
本数

稚苗
木数

発芽率
予想量 

(粒)

3
最大値 144 (%)15 25 169 (%) 30 72 241 (%)20 1.205

年 最小値 22 〃 4 26 11 37 385
生・ 平均値 63 〃 11 74 ク 32 106 rr 530

iii)母樹林に對する採取稲子の豫定法

a ) ト ドマッ

鬱閉せる天然林に汰て翌實年度にはトドマツは1康當約200kg、エゾマツは 

約150kgの種子が落下することが知られる。天然の落下種子中にはリス等
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の喰害や枝葉に引懸って地表に達しないものや、エゾマツ等では珪果より飛 

散しないで終るものもあるべく、故山內俊枝氏は結實址に對し自然落下址を 

40%內外と見耕つ式いる。一方人手で毬果を採取する場合には端から端迄全 

部採取すること压不可能で、前記自然落下;止と,同數乃至一層"の減少カ:考えら 

れる。從って實際採種量を落下抵の7割と見てトドマツ1あ當!40kgとすれ 

ばlhaゐ母㈱林より次表の苗木の生產が期待される。

.<第3表) トドマツの養苗標準 ,

<恥潘秘>

年次1« 即目 時期 得苗率 
(%)

M数 
(本)

面積13) 摘 要

I (年)
播種 秋 17

班伝粒数85.000
檢定発瘀30%
圃埸発芽率20%
純施業床面に對する附帶床

画 539m«

u 〇
子
置 

種
据

春

秋

発芽 17.000 17

皿

IV

r 苗木 

据旌

春 

秋

75 12.500 17

2 床替 春

秋

64 8.000 160

V 3 床替 春

秋

80 6.400
(6.000)

160

VI 4 山出 春 86 5.500 371

卽ち!kgo^Jl子から5.50〇本の山出し苗が将られ、これが苗床延面積371n?、 

附屬地面積を合算すると910m2の苗畑を要する。卽ち140kgの種子からは山 

出苗770.000本、lha當3.000本植として256haの造林地が豫定される。又之が 

所要苗畑面積は!2.74haである。然しかかる豊實年は2〜3年每に繰返され、 

並實の年はごのソ3、凶實年は％の數址と見析り、一方:採莉による樹勢の減 

退等を考えて、母樹林の豊實年度を3年に1回と見れば、前記トドマツ造ネ・ 

用として3haの母樹林が必要で、母樹林の立木密度、齡級等によって更に一 

層"多くの面甜を豫定しなければならぬ。從って!00haの造林に對する母樹林 

4

の所要面召iは壯齡ー齊林とは1.211a、林相が不整不備の場合には2.4ha內外と 

豫定される。

b ) エ ゾ・マ Iy

lhaエゾマツ母樹林から辨實年に採取せらるる種子の量は自然落下址の割 

とみて略々!05kgと豫定出飛る。これから生産される山出苗は次の如く計算 

される〇 "

(第4表) エゾ七ツ養苗標準

年次 苗齡 種目 時期 得苗率
1 kS 
員数

播種
摘 要

I

n

皿

1V

V

VI

〇

> 1

2

3

4

5

®

木
®

替

替

置

替

匿

出
 

I

播
• 

据

・

床

床

据

床

据

山

、釋

秋

春
•
秋

春

秋

春

秋

春

秋

春

63

68

80

ヽ90

90

50.000

34.0Q0

27.000
6.000
18.000

.16.000

Cm2)50

50

680

680
■ ■

400

80.000本成苗

1

27%山出

73%山出
• 計 22.000 1.860

卽ち1kgの種子から22.000本の山出苗刑得られ、この苗床面技は1.86Qmユで 

附屬地を含めた經蒼面欲は4.557n?となる。從って105kgの種子からは231万 

本の山出苗が得られ、770haの造林(Ihn當3.000本植え)が可能となり、これ 

が苗畑面秋は47.851iaとなる。しかしエゾマッの結實も豊凶が兩三年毎に繰 

返されるので、母樹林としてはこの3倍の面積を豫定しなければならぬ。•殊 

に母樹林とLての條件が不備の場合には2僧以上の安全率を見なければなら 

ない。從って!00haの造林に對する母樹林の所要面利,jは、壯齡ー•齊林では0.4 
1圳、條件の不備な場合には0.8haと豫定される。

・ —5 —



nトドマツ母樹林の設定法

トドマツ句:樹林の設定法として次の場合が考えちれる。

(1) 植栽によって母樹林を造感する場合

(2) 二次林より母樹林を育成する場合

,一(3)天然林を母樹林に誘導する場合

以上母樹林の設定に當っては立地的に見て陽光の强く照射・する南や南西而 

傾御地を選びー、平坦地では排水のよい立地を對象とする。

(1)植栽によって母樹林を造成する場合

轴裁林を母樹林にする場合にはその主目的によって次の三の施業方法が考 

えられる。

(i )普通施業林より從的に採種する場合-

(ii )强度の間伐を施じ、用材林と母樹林とを兼ねしむる場合

(iii)母樹林としての特殊施楚を行う場合

(i)人工林を中庸度間伐して從的に採種する場合

植栽林に適期に中庸度の間伐を繰り返し、一般施業林として經營し、その間 

結實年に採種を行うのであ急。この場合母樹としての利用は從である。採種 

林として特に重要な場合には、工藝的乃至材の經濟的伐期によらず採種に適 

する期間を以て伐期齡と定める。北見地方に於けるトドマツ植栽林の採種開 

始期並に採取繼續期間は次の收穫表から推察出來よう。本表からM等地は槪 

して急斜地や岩礫地帶で母樹林とならないので省略した〇

前記野幌の植栽林の結實例より見七、I等では和]栽後45年目(樹齡49年") 

頃より採種期に達し、1〇〇年目位迄が採種適期と言い彳心:•う。H等地では植 

栽後55年目(樹齡59年)頃より12Q年目位迄が採種期と見て大過ないであろ 

う。 •
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(第5勅 北見國野上地方トドマツ林收穫豫想表
J ha當主林木

地位 ! 等 地 I[ 等 地

摘要年 

癖

中5
直径 (cm)

足木

樹高 
〇>

本数 齡林秋
(昨)

年

齢牵

中央木

11*1^ \圖高 (cm)| (m)
本数

盼林秋
〇3)

20
30
40
50
60
70
80
90
100
310
120

6.0
31.6
17.2
22.7
27.8
32.4
36.8
40.7
44.3
47.6
50.7

6.J
30.5 
]4.5 
17.9 
20.8
23.1 
25.0 
26.7 
28.0
29.2 
30.2

5.097
2.326
1.456 
1.051
826
686
591
523
473
434
403

-55.6
148.6
263.5
388.9
512.9
632.7
744.0
846.8
942.4
1030.4
1109.4

2〇

30
40
50
60
70
80
90
100 
)10 
120

8.0
12.6
17.2
21.6
25.8
29.8
33.5
36.9
4〇.]

43.2

7.9
11.2
J4-2
16.8
39.0
20.9
22.5
23.9 
25.0 
26 0

3.787 
2.165 
1.475 
1.111 
891 

’、747 
645 
572 
515

.47J

92.8
371.5
260.3
353.1
444.4
533.7
616.4
696.6
769.4
838J

(ii)强度の間伐を行い用材・林と母樹林と兼ねしむる場合

採種に便な苗畑附近の造林地で結實に適する立:!也を選び、ー鄱强度に間伐 

して樹冠を擴張させ、結實の促進をはかる。卽ち前者よりも間伐の開始期を 

、數箇年速め、間伐の度合もc度とし、樹冠長部が常に樹髙の5〜6割を保たせ、 

陽光の享受と炭素同化作用の増强とによって母樹林としての使命を持たせる 

他方主林木は旺盛な肥大生長をするので、幹形の梢繋や枝節による利用價値 

の低下はあっても、材・の經濟價値は著しく低下することがない。從って第1 

圖の如く結實がカラマツと異って主として樹梢部の數段の枝階に限られる卜 

ドマツではかかる母樹林の施業法が最も操作簡易で且つ經濟的であろう。倡. 

しかか殳施業の實例はないが野幌トドマツ林つ林分構成や、天然木の生長や 

Gchrhardt氏の歐州タウヒに對する間伐度合別の收穫表等より第6表の生長 

を推定して大過ないであろう。本表よりI等地に於ける採種開始期は植栽後 

30年目,樹齡34年)で、その後約50ヶ年間舟樹林としての經營價値がある。

7
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D等地は立地的に見て強度の間伐には適しないので省略する〇

(第6表) 强度間伐せるトドマツ林の收穫表

I尊地

年次 胸高直径 樹高 本数(lha當) 年次 胸高直径 樹高 本数(噸當)

(年) 20 (cm) 8
(m)
7 2000 (年) 70 (cm)

49
(m)• 26 243

30 18 13 950 80 54 27.5 210
40 28 17.5 615 90 58 、ゝ29 J68
50 36 21 398 100 61 30 142
60 43 24 285

(讶)倒樹林とヒての特殊施業を行う場合

トドマツは蔭樹で長い年月を對し、結實の毀凶の周期も兩三年でi匕較的短 

かくその間の種子の大並:貯藏が可能なので、母樹林としての特殊施業法の必 

要性は少ない。本法は技術的に多方面に岐れ、トドマツについて未だ施行の 

實例がないが、母樹林の特殊施業法としてー應述べよう。O
A)母樹林の土地の經済的利用法 ,’.

天然林の伐採跡を火入して焼畑耕作を行い、同時に列間8m、苗間2m宛卜 

卜:マッ大苗を通林する。耕作は馬鈴薯、豆類等の苗木を地壓しないようなも 

のを選ぶ。耕作が伐痕の爲能率的に行い得ないときは、三年自に牧草を播い 

て放牧地に透導してもよい。又耕作のみを行う場合は列間をー曆廣くして、 

拔根を行い、馬耕による能率化を考えてもよい。例えば列間10mとすれば十 

年間耕作が可能である。かかる植栽木は下方から枝を横に廣く張り、樹幹は 

極めて梢殺である。例へば疎開地に孤立挟に立って居るトドマツの樹姿を見 

るに胸高直徑33cm、樹高15.5m、樹冠徑8m、枝下高2mで、鬱閉林分であれば 

同一直徑に對し樹髙23m、樹冠徑5.1m、伺ー㈱高とすれば胸商直徑18.8cm、樹 

冠徑2.5mなのに比して、前記の母樹仕立てのトドマツは特色ある樹姿になる 

ことが想像さ‘れる。結實は同化生産物たる炭水化物の垦と窒素分との比

9



<C/N)によるので、かく同化作用に必要な多くの綠葉と陽光の照射とを有 

する母樹が結實良好となるのは當然で、前記孤立木は本年15の枝階に雌花が 

君生して居り、樹高の57%の部分に結實が見られる、卽ち埒樹林Wしての第 

一段階は疎立せしめて、下の方から枝を充分張らせることで、前記胸高直徑 

33cmの伺樹では陌當156本の本數となり、鬱閉せる用材林の655本に比して 

24 %强の立林密度に過ぎない。

B) 多梢型仕立法
天然林の中で時々樹梢部のニ叉乃至三文の奇形木が見られる。これらは隣 

接木の倒壊乃至伐倒の際梢端の折れた若令木の枝が樹槍に代つて立ち伸びた 

ものである。

樹冠の馈張の余地大な特殊母樹林ではかかる多梢型の仕立て方が考究せられ 

る。遠輕營林署の造林係の齋藤氏もかかる樹は結實多く、採種L・易いと述べ 

て居る。卽ち樹兩の切斷時期は樹高生長の旺盛な年次、普通樹高8〜10mに 

達した頃が適當であろう〇伐採季節は早春とし伐除箇所は前年に伸長した1 
年生の樹梢とするか、數年生の樹梢とすべきかは硏究の余地があり、積雪の 

多い地方では前者とL、雪害のない地方では後者の方が樹冠が廣くなる。 

要するに樹梢を枝の輪生箇所で切斷し、羽形狀に愉生枝を上に立ち伸らせる 

のである。

天然では競合が激しいので、かかる樹は庇壓を蒙り、洵汰され易いか、又は 

一方が側壓せられ、優勢な枝の一本のみが立ち直るか、又はニ叉乃至三叉木 

として更正する。本仕立方は主として結實の對象となる上、中段墮の枝極を 

増加、擴張せ・しむるに適して居る。

C) 樹幹緊純法
當然豫想される凶牲年度でも母樹林だけは並程度の結實を得させる為に人 

エ的補强工作がないか否か。現在の集約度では、かかる樹藝的方法をトドマ 
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ツにも’湖的に行う必要あるか否かは別として、ー應檢討してみよう。トドマ 

ツ造林地等で、偶々ツルウメモドキなどの憂莖類の被害を受けて樹幹が芟で 

締みつけられ、局部が不鑿に肥大してる樹、又はトドマツヒ、ゲナガカミキリ 

の被害を蒙つて、その喰痕が螺線狀に樹幹を卷いて居る樹によく結實してい 

’るのが觀察される。例えば野幌の植栽後17年目の人工林で、胸高直徑12cm、 

樹高10mのかかる被害木は旣に數年前よりよく結實している。これは樹冠の 

葉で造られた澱粉質が糖宣となって、樹皮の飾管を通って幹(邊材部、、根 

各部に移行されるのが、かかる障害物にょづて下降が不間滑となり、炭水化 

物が樹冠部に多く貯蔵されるのと他方根部より上昇する養水分の主昇も多少 

妨げられ、卽ち樹冠部のC/Nの比が大となって花芽の形成を促進せる爲であ 

ろう。これを母樹に適用するには採莉用として樹體の今後の生長を慾しない 

大きさになった場合、例へば直径が35cm內外となった場合や大理實の翌年 

は當然凶實を豫想される場合にその豊實年に樹冠の下の幹部を針金で緊縛す 

る。トドマツは脂が出易いので、薄いブリキの板を卷き、その上を針金で固 

く縛るのでおる。これらの緊縛部は數年毎にその上部へ移して更新せ・しむる

D )施肥法

樹木は一般に農作物と異って、肥料分殊に燐酸加里に對する要求が少ない 

エバーマイア氏に依れば歐州トウヒの燐酸要求揪は第7表の如く理作物の 

ソ3〜ソ6、加里は74～715に過ぎない。

(第7表) Um當所要肥料分

種 類 反當收扯 窒素 燐酸 加里 摘 要

小・ 姿

玉蜀黍

唐枪<トウヒ)

石1.5
2.4

J杰材 1葉

6舉
102

10 1か30尸〇

•班26
55

1.51 R6.5/8

5E38
162

農作物は大工原銀次郞著土壤 
学訓義中卷(昭和8年)に依 
る

\
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從って用材林として考える場合には施肥の必要はないが、若壯齡の母樹林か 

ら前記の樹藝的方法で每牟多蛍の結實を得るとすれば農作物に準じて多少の 

施肥も考えねばならぬ。ーケ年lha當250kg宛種子が得られるとすfれば殼椒 

類の20%內外に當る收穫となる。結實に必要な肥料として加里と燐酸が考先 

られる〇 ・

a )加里肥料 加里は各極炭水化物の構成及び移動を司る成分で、’之を欠 

くとぎは葉面が黃變して澱粉を作らず、釦分の移動が停んで了う。從って加 

里肥料の施與によって間接的に花芽の形成が増强されるが、この施與基Z但は 

土壤性によって異るも種子の收穫比より見れば農作物のソ5と見てよい、從 

って硫化加里1反步當り約0.4 Hの施肥となる。ー

b )焼酸肥料燐酸は有機質殊に蛋白質構成に必要で、細胞核の成分の6 
%は燐酸である。花芽の形成のように、細胞分裂によって次々と細胞核を増大 

する場合には燐酸は缺くべからざる要素である〇この施肥基準は前記の如く 

判明しないが、收穫比より見れば農作物の’】ん以下、卽ち1反步當過燐酸石 

灰】•〇〜1.5貨と見てよい。以上の施肥は母樹林が果樹園のように漿地されて 

いることを條件とするもので、笹や雜草で蔽れて居る場合には施肥の意義が 

ない。 、 、

iv)天然林を母樹林として施業する場合,

A)二次林 ・ .

前記粕栽による母樹林の育成は理想的であるが相當の年月を要するので、 

便利な箇所にトドマツの若齡の二次林があれば寧ろこれを育成して母樹林に 

誘薄した方がよい。Iかしかかる林分は槪して南面傾斜地や尾根通り等にあ 

り、天然林では排水、通氣性のよい礫質の七壤に多く見られ、前記收穫表の 

地位a〜・等地に位する〇從って母樹林としての適切な施業を實施出來ない 

場合があり、又局部的に群團狀の小面積に過ぎなかったり、老木を混じたり 
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著しく密生し過ぎたりして不憋な林相を示す場合が多い。これを母樹林とす 

るにぼ後述の天然林の母樹林の一部として經渋するのが便利であろう。トド 

マッ二次林に對する施衆法は始め彪理伐として、混交井る廣葉樹や殘存する 

老暴領木等の除去と側壓木、庇座木の除伐を3I點に行い、次で數年後適度の 

間伐を加へて、劣勢木を除去L、優占木の樹冠の擴張を岡り、漸次母樹林と 

しての經營に持つ•で行く。

B )天然林
現實の天然林を母樹林にする場合で、採種に便利な南〜南西緩斜面公排水 

のよい土地が普通選ばれる。林況は便利な箇所に求むる爲槪ね旣往の伐採跡 

地で、エゾマッの中、大徑木とトドマツ、廣葉樹の各徑級木が相混交してい 

る。旣往の伐採關係で廣葉樹が多かったり、立木密度が疎で、あったり、小徑 

木にトドマツが多かったり、局部的に林相區々であるが、・槪して寺崎氏の 

n r型探両砂(D S型に比し小徑木が勘ない)と呈する林相が多いようであ 

る〇林床はクマイザサで蔽われ、時にオシダ、シラネワラビ丿以也の蔭性草本 

が混じ、稚樹の發生槪して不良である。從って現實林は樹木の配置、樹群の 

構成、樹種、械!齡、樹勢、諸被害木(菌害木、サルノオガセ等の附着木)等 

より見て母樹林として適當しない構成要素が多い。從ってこれを毋樹林に誘 

導する方法が問題となってくる。故山內氏は結實豊凶の判定の標準として次 

の表を痼示して居る。
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但し〇は結實能力ある林木の大半芾果す

△は結實能力ある林木屮着果するものあり

+は結實能力ある林木中着果せるもの殆んどなし

鬱閉林=廣葉樹の混交度20%以下の針葉樹林で0.8以上の酸閉度

疎開林= 0.7〜0.5の鬱囲度

a)菌面と母樹林 O
南面と北面との陽光遍Zの比は故影山博士ぜ北緯43°の6月15日の計算によれば 

第8表の如く10度の傾斜地で北面な南面の95.6%、20度で91.4、30度で・は86.7 
%の陽光废となって居る。又原田博士が野幌セ方位障を造って光度計で觀測 

せる例では第9表の如く、南面より照射を受くる光線のMは裸地の31.7%に 

對し北面は14.8%に過ぎなかった。又氣溫は5〜8月平均南面は20.88Pに對 

し北面はI9.94°Cで植生期南面が〇.94°C高い。本表より開花結實には陽光と 

溫度の影響大なので母樹林は南乃至南西面に設くべきことが判る〇

<第8表) 方位と陽光址

影山博士計算値

傾斜角方位 〇0
10°

東 西 南 北

全日光の総疑 

地平面に.對すろ％

773.20
100.00

756.71
97.87

756.71
97.87

772.42
99.90

738 72
95.54

傾斜角 〇0 20°
全日光の総R 
地平而に對する％

773.20
•100*00

726.05
93.90

726.05
93.90

745 43
97.57

689.99
89.24

傾 斜 角 〇0 30°
全日光の総址 

地平皿に對する％

.773.20
100.00

685.16
88.61

685.16
88.61

720.45
93 18

624.4S
80.77

摘・ 要 全日光の総髭は1日間に受ける総以とす。
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b)疎開と母樹林

從って天然林と雖も伐採後

兩三年經過した稍疎開した林 

分が母樹林として好適であ

疎開林は鬱閉林より立木密度が疎で、30%內外陽光の照射が多い、前者は 

それだけ樹冠の陽光亨受面が多く、陽光の艱さによる葉の同化機能が强化さ 

れている。一方花井の形成はC/Nの比率に左右されるので、炭水化物(C) 
が一定扯を超食ると花芽の形成に有效に働ちくので、疎開林は陽光の増加虽 

以上に開花結實が多く期待される。伐採により陽光の射入は結實の上に大き 

な效果があり、舊樺太の如く高緯度で生育期間の短かい地方では顯著に影縛 

するもので、單に若果のみならず、種子の充實の上にも好影響がある。

方位と照射抵並に溫度との關係
、 原田感士’調査値

C)切樹林の林型

母樹林として如何なる林型が適當であろうか、よく琳備せる擇伐林はー齊 

林よりも母樹林として有利である。卽ち擇伐林は樹冠層・が複雜に交錯して居 

て、母樹の陽光亭受面が多く、一方後繼樹によって土地が無駄なく占められ 

ている。殊にエゾマッ、アカエゾマツ等の母,概は現在天然林に依存する他な

(第9表)

観測ヶ所 每分平ッ光Rgca/ce-2曾魏矗月鬻地曹) 摘 要

裸 地 0.7237 100 0 20.91 19 78
方位障を用い

東 〇.] 643 22.7 20.25 16.67
南 0.2265 31.7 20.88 17.52 て観測せるも

西 0.2142 29.6 21.07 36.56 の。地濫は地

北 0.1071 14.8 19.94 35.17
上方開放(中) 0.0317 4.4 21.20 15.22

る。

林 况 発芽率
不良種子

枇 虫害

鬱閉林 

30%擇材林 

50%〃
■

48(%)
54
64

15(%)
1J
9

2(%)
〇

・ 〇

—15 ―



いので、これらの混する複層・林を採伐林に誘導しなければならぬ。押伐林は 

法正な林分配置の場合には第2圖の如く複層林冠を呈し、中徑木以上の母樹 

は陽光を享受し易い。一方これら主林木は受光生長が旺盛なので疎立によつ 

て多少梢殺や枝節等は見られても、林分としての經濟的價値は左程低下しな 

い。卽ち本圖は幅5mのベルト上に見らるる林木で、母樹林仕立ての爲トド 

マツ50cm迄、エゾマツ60cm迄とし、それ以上は伐採する方針の下にトドマ 

ツ林では大徑木(40cm以上)87本、中徑木22〜40cm)196本、小徑木(6〜 

20cm) 383本ゐ割合に立って居る。收穫表で計算せる擇伐林に比し中徑木3 
割減、小徑木4割減として算出した。トドマツの母樹の徑級を,50cmとした 

のはトドマツは老齡になって、樹高生長が衰退.し、根極の伸長が減退すれば 

それだけ結實最が減ずるもので、この點樹梢にのみ結實するトドマツは樹冠 

全面に着果するナラ等と異って、老齡になると急・に着果址を减ずるものと思 

はれる。他面老木の種子は小粒となるが、小粒種?•は發芽勢や發芽力が不良 

であり、又梢端に結實するトドマツでは老大木は種子・の採取も仲々容易でな 

い、從って經濟的採種徑級を50cm迄としたのである。天然林はトドマツに 

エゾマッ、アカエゾマツの相混交する林分が多いので、かかる林分を母樹林 

とする場合にはエゾ、アカエゾの母樹の徑級を60cm迄とL、大徑木1〇〇本、 

中徑木162本、〃您木343本の立木度と想定した。本表は收穫表で計算せる立 

木擀度より大徑木2割、中径木3割、小徑木4割を差し引いたものである。 

前記算出せる母樹林の在り方は更に原生林の林分搆成、立木密度より見て適 

當か否かを檢討する必安がある〇北見地方の原生林の調花例は第10表の如く 

である。本林は高距40〇〜700mの地帶に見られるので、母樹林としては多少 

高處の山岳地帶に屬する。本林の特性は地況、植生によって、必すLも擇伐 

林型を呈しないが、老大木の蓄積が非常に多く、エゾマッ、アカエゾマヅは 

胸高直徑6〇〜100cmに亘つて居る、從って60cm以上の老大木を42〜60cm級

—16 —



第2圖 母樹林の林型
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第3圖 現實林の林況



の本數に換算して比較すれば母樹林は普通に竟られるスギ型の擇伐林分に比 

して大巾徑术は1割內外、小徑木は4割內外、立木密度が小である。卽ち前 

記母樹林•は結實する母圈として陽光の照射を受けて居るのは262本である。 

從って法正なー•齊林に比すれば勘くとも30%以上陽光の射入が多い計算にな 

る。しかし一兩回伐採せる跡地の林況はエゾマッ、プカエゾマツの老大木が 

旣に伐採され、廣•葉樹が跡の疎開地を占むるものが多く、立木密度も一層疎 

で、立木の配置も不整なるものが多い。これら旣往伐採跡地が不鑿林分を母’ 

樹林に誘導することは仲々容易でない。例えば第3圖の如き林分に對Lて廣 

葉樹は陽光を遮ぎり、結實の増進の上には寧ろ地力の維持や林分の調和等の 

效果よりも負の影響が多いので、大部分整理伐の對象にした方がよい。又部 

分的に疎開した稚樹のない箇所は後繼樹の錠成と地力の充實の意味で袖植し 

た方がよい。針葉樹の中でも［0b、He級木等の側壓木は伐採して、母樹に枝 

條を藝張する餘地を與える。

U［エゾマッ母樹林の設定方法

エゾマッは極端な凶實年は稀で、結實不良な年でも幾分か採種出來ること 

が多い〇殊に帀央地區でば日本海及び大平洋沿・岸地區より凶年が少なく、北 

見地方は天候が比較的乾煥して居るので、結實に有利で最も凶年が少ない。 

エゾマッの豊凶は次の標準で判斷出來よう〇

藉果位置
結 実 程 度

大豊 豊 並 凶 大凶

樹冠の上部

〃 中部

〃 下部

〇 

〇 

△

〇 

〇 

+

〇

△

+

△

+

ヽ+

+

+

摘要 〇=毬果の着生可能な位置には大半着果し所謂鈴成りの狀況を呈す
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△=曲泰の君生可能な位置!中點々寿果す。 •

+ =毬果の希生可能な位援に殆んど若果を見す。

樹冠=樹梢よりカ枝迄とし之を上、中、下に三等分す。

現在造林’樹種はトドマツガ主でエゾマッは從になって居る〇從って現在程. 

度のエゾマッ種子の需給は左程困難でないが、エゾマツは戰時特に亂伐され 

後繼樹が乏、しく、又開墾の為造林地がエゾマツの適地たる山岳地帶をも對象 

とするようになったので、將來は當然エゾマツの母樹林’の設置も考えられる 

但しエゾマツはトドマツに比し人工林が少なく、天然の二次林も極めて少な 

く、他方生長緩除なので、母樹林の人工的育成は容易でない。從ってこれが 

母樹林は現實の天然林が主對象になるが、エゾマ・ツは蔭混なる東〜北斜面に 

多く、然も老齢林が多いので、陽光の射入强い南斜面に壯齡の純林狀のエゾ 

マツ林を求むることは殆んど出來ない。エゾマツのように環境因子に對して 

銳敏で、天然更新卩困難な樹種に對しては理想的母樹林はその適切なる環境 

に植栽して育成する他はない。

I (植栽によ・って母樹林を育成する場合本地方のエヅマツ人工林の生長は 

略々第13表の如く想定して大過ないであろう.>

(第1矮) 北見國野上地方エゾマツ林收穫豫想表

—2〇 —

'I 等 地 n • 等 地

】ha 営 • 主 林 木 lha 胃 主 林・ 木

年齢 平均直径平均樹高 本数 醐秘 年齡 平均谊径平均樹髙 木数 幹材積

30 <cm)9.5
(m)
8.8 2.964

〇3) 
-109.4 30 (cm)

6.9
(m)
7.0 4.611

3)
75.2

40 14.7 12.3 1.760 202.4 40 11.1 10.0 2.546 142.3
50 19.9 15.4 1.231 307.6 50 15.4 12.8 1.098 219.4
60 24.8 18.2 -945 419.1 60 19.6 15.2 1.257 300.5
70 29.4 20.5 770 530.4 70 .23.6 17.3 996 383.3
80 33.8 22.6 ,653 .638.2 80 27.4 19.1 826 464.7
90 37.8 24.3 571 714.6 90 31.1* 20.6 708 542.6

100 43.6 25:8 510 837.5 100 34.5 22.0 623 618.1
110 45.1 27.2 464 931.8 ]]〇 37.6 23.2 558 688.9
120 48.3 28.4 427 1016.4 120 .40.6 24.2 508 755.7
130 51.3 29.4 397 1094.5 130 43.4 25.2 468 818.3
140 .54.1 30.3 373 1169.7 140 46.0 26.0 435 876.4
150 56.7 31.2 353 1239.2 150 48.5 26.7 408 931.4
160 59.] 31.9 336 1304.3 160 50.8 27.4 385 980.6
170 6L3 32.6 32] 1363.3 170 52.9 28.0 365 1027.5
180 63.5 33.2 308 •1417.5 180 55.0 28 5 349 1073.6
190 65.4 33.8 297 1470.1 190 50-9 29.0 334 3114.0
200 67.3 34.3 288 1523.3 200 58.7 29.5 322 1155.5

この中I等地は主と匸て山腹下部緩斜地を占め、n等地は中腹傾斜地ドア 

カエゾマツと混交する場合又北東面の中腹傾斜地に、トドマツ、ダケカバ等を 
\ - 

混交する場合が多い。B!等地は间樹林の對象にならないので省略した。一般 

用材林としてのエゾマッはI等壊では植栽後50年同、H等地では65年目頃よ 

り採極し始め、I等地で145年頃迄、!!等地では迪〇年萌迄母樹としての役 

目を持ち得る。これらは前記トドマツの如く間伐によって-Hp結實の促進 

が期待される。しかしトドマツと異って環境への適應性が弱いので、農用材 

や牧野林、防風林を兼ねた特殊な母樹林仕立ては困難である。從づて旣往造 

林地中適當な箇所をー咨芥母樹林として、早目に旦つ强度に間伐する母樹林の 

場合には次の如き生長が豫想さ取、植裁後40年目頃より採種し始めるものと 

考えてよい。
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年・令胸高直径|樹高 を数

(年) ,30
(cm) 
34.0 (m)

9.5 1.730
40 22.5 14 980
50 33.〇 37.5 505
60 38.0 20 344
70 44.0 22 268
80 49.0 •24 315

.90 53.0 25.5 176
100 56.0 27 160



第5圖 樹種と.樹形並に結實狀况

始めている。かかる防風垣は適期に梢頭を我って、枝を擴張せしめれば採極 

が容易である<"。一般に40年生(胸高直徑24cm、樹高22m)以上になると樹高

生長が诚退し、結皆も衰え、採種も樹高が大となるので容易でない。Lたが 
柄令(/期史呀登)岑・目演から31写目色

って母樹としての潴種は柄栽復18年目頃から35年目頃までであろう〇但し梢 

頭を截ったり、施肥共他特殊・施業に依り樹藝的に仕立てる場合には、40年以 

上の年次でも母樹として利用出來よう。梢頭の切斷位置は八由等を用いて 

採取すると云う點から14〜15m以下にするのが便利である。イflし防風垣、並 
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木等として別途に樹高が制限せらるる埸合は一居低く截った方が採価に好都 

合である。カラマツの結實の周期は第15表の如くトドマツ、エゾマッよりも 

長いので、前記の如く特殊な母樹仕立、てを行い、卽ち施肥や樹幹緊縛等の方 

法を併用L、凶實年でも母樹林は多少の結實を見るようにすべきである。

(第15表) •長野地方に於けるカラマツ種了:の理凶一覧表

明治43年 般 大正8年 大凶’ 昭和3年• 大凶

〃 44 & 大凶 ケ 9年一 大凶 4〃 大凶

一 大正 1, 凶 ク 10ヶ 豊 〃 5力 豐ー

ーケ 2" 大凶 1I 〇 大凶 〃 6 " 大凶

〃 3// 豊・ 吃〃 大凶 〃 7〃 大凶

〃 4 - 電 rr 13〃 凶 ff 8〃 凶

〃 5 〇 大凶 〃 J4〃 大豊 〃 9〃 •凶

rr 6ク 大凶 昭和1〃 大凶 〃 ]〇" 大凶

7// 豊 〃 2〃 凶・ 〃 11» 大凶1

(第】6表) 北見地方に於ける同.極子の豊凶表

昭和13年• •凶 昭和19年 凶・

〃 ]4ケ 並 〃 20 〃 並

〃 J5〃 並 ・ r> 21 〇 、派・

16〃 稍並 〃 22 〃 能

17〃 •稍並 ,〃 23 〃 凶

〃 18〃 ,稍豊

- ■ 結 び ■

母樹林の施業に,ついては多分の主觀と推.定の介在を餘儀なくされたが、し 

か〔要は局署の皆さんと一緖に今後硏究しなければならぬ興味深い課題"で、 

今後嘛進的増加を豫想せらるる造林面積に對し、今から優良樹林を育域催保 

するということは重要なことである。便利な立地條件のよい箇所に、枝榄の 

張った健全な優良田糊林を設定するよう努力しなければならぬ。卽ち天然林 

に對Lて充分陽光を享受し得る擇伐林型母楹林を設.定すると共に、他方人工
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林に理想的な母樹林を造り、翻藝的に育成する方法も考えなければならぬ。 

樹純によって蔭陽樹の別があり、毬果の茗生位置七樹冠の形態が異るので、 

これらに應じた經濟的母樹林を考えなければ.ならぬ。卽ちトドマツのように 

梢端に結實するものはC度の間伐で母樹林となし徊、用材林と兼用せしめ彳3 
るが陽樹のカラマツは組の中下段に結實することが多いので、前記の方法の 

みで餘り多くの結實を期待出來ない。卽ち後者は防風雪林、生垣、農用林、 

牧野林、並木等多方面より母樹林を活用すべ.起であろう。

一 26 —

種子の採取

材業試驗段札幌玄丹 高樋 勇

1.母樹の結實開始樹齢

林木は或る期間生淡し一定の形態に達すれば生育相から生殖相に枚り、こ 

こに結實をよるに至る。この樹齡は一定の地域では各・樹種街:に大略一定して 

いるようである。一般には生Rの速かな樹種或は陽樹は生長の迎い樹舟［或は 

陰樹より結實開始樹齡が若いが、疎立木、孤立木は磅閉林•勺木より結•實開始 

樹齡が低いことは一般に認められている處である。歐洲においてカラマツの 

結實開始樹齡は1〇〜15年とせられ、本州志カラマツ(Larix KaemPferi) 
は北海道、朝鮮に移入された場合約15年で結實するが採取適齡は20年生以上 

と云はれている。又J・田氏(昭利8年)が南禪太に於て調査した結果に依れ 

な伐採地或は孤立木の結實開始樹齡はトドマツ3°へ60年、エゾマツ3〇〜50年 

グイマツ3〇〜40年となっている。

私が南樺太に於て調査した處に依れば伐採跡地のトドマツ孤立木は約3〇年 

(胸高直徑13cm、樹理J】n、樹冠直徑2】わ、結實を開始し、上川氏の飒吿セ 

略一致し、カラマツ、グイマッは植栽木では植栽後口年(樹高3.4m、胸高直 

徑約6c】n) 〇ものが結實した。然しながらこれらの‘林木から毬果を採取した 

所毀作の年でありながら又毬果種了共に大きく 、外觀優良種子の如く見えた 

にもかかむらず種了•の發芽率は三樹種ともに皆無であった。共後4年を經て 

再び同一樹木から種了一を採取した處トドマツは17勿、カラマツは26 %の發芽 

率を持つモいた。從ってこの結實に基いてトドマツの結實開始樹齡(發芽效
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力を冇する種子の游生期)はトドマツ3う年、カラマツ、グイマツは約15年と 

考をる°エゾマッの結實開始樹齡も大略トト.マツと同’じである。私が野幌の 

試驗林內で調花Lた處昭和2〇〜22年間に始めて秩菓の魅生をみた處の天然生 

トドマツ10本の大さは平均樹高13m、直徑24cm、樹冠直徑7m、樹齢約36年

であった。

次に種了・採取費、勞カ、採取の難易'の點から母樹の年令をみるに一般にトド 

マッ、エゾマッ、カラマツ共結實開始直後の母樹は毬果の形狀は大で共の種 

子も大で外觀良好にみえるが通常扱芽は極めて不良であり、几つ單木當りの 

桂果芯生並が僅少で•あるため採取変は壯齡木に比して高價となるものである 

然しながらこれより樹齡を増すに從つて種子の發芽率は次第に上昇しH・つ單 

木當りの結實並も増大する。

2.母植の結實量

母樹の毬巣あ^量は毁凶程度、樹齡、樹形、樹勢、立木密度の程度によつ 

て異るので實際だ毬果を採取する場合には標準木を選與して共毬果を採取し 

た後に決定すべきであるが、母樹林の設定により種子の需給計謚を立てる場 

台或は天然更新實行上單木或は林分の結實址を推察すべき資料を彳3ることは 

極めて緊要であると思う。單木の結實说及び種子の品質等と母樹の年齡に就 

いてほ從來多くの學者によって硏究されている。例えば歐洲においては 

Busfc氏は懺洲アカマツは老木より幼木の方が所產毬果が大きく称子も大で 

あると云い、Vin-ent氏は歐洲ドウヒ及モミに就いて兩樹種共6〇〜100年生 

の母樹から採取した球果が最大であると報吿している。我國においても旣に 

イ"琳博士(昭彌14年並作)南桦太の珍內游習林內のトドマツ混交厚生林に於 

てエナマツの樹齢及直徑級と結實:此の關係を調・査された結果は次表のごとく 

苞果第生數は母樹の直徑及齡級を増すと共に増加し220年〜240年で価高に達 

2

し後漸減する傾向を認められている。

第1泰 エゾマッ齢級と毬果着生數 (R)庶)

令 級、(年)
61〜

80
81〜
100

J01〜
120

121〜
140 11I〜160

1()1〜
180

181～
200 201〜

220
221-
240

供試本数 10 9 1 6 7 6 2 4 .2
平均年齢 78 86 106 134. M9 164 196 208 237
や均直径cm 20.9 22.0 23.2 35.4 35.7 38.4 46.8 "二 62.8
毬果馅生数 ■

53.1 90.0 27.0 181.3 155.3 1100 708.5 ハ).;； 674.5
毬果1個のの:fit 7.25 7.74 11.10 8.20 8.70 7.17 655 6.13 9.25

又上田氏(昭和8年)が南樺太の敷香地方において昭和6年(•豊作)に卜 

ドマッ、エゾマッ、グイマッ單木の結逐此を調査されエゾマツの中徑級以 

上(胸高直徑15〜80cm)の血・福(21本平均)からは毬果:量915個、精選種子 

144.4gを得、トドマツの中徑級以上(直徑18-38cm)の母樹(1G本平均)か 

らは精選節了379g (733〜23g,を彳9、グイマッ中徑級以上(直徑3〇〜64cm) 

の母樹(14本平均)からな毬果1552g、5.9う、精選前子210gを收得したと報 

吿されている。

トドマツ及エゾマッの母樹の老幼に就いて南樺太保,呂地方において調査し 

た結果によれば昭和9年(トドヌツ豊作、エゾ‘マツ並作)はエゾマツ‘(老木 

14〇〜200年、幼木4〇〜50年)トドマツ(老木130〜250年、幼木5〇〜55年)共 

に單木常りの毬果及稲子の收卅:は老木が幼木に比し大であったがKの毬果;代 

に對する前子の收址率に就いてはかような關係は誡められなかった。しかし 

ながら毬果の大堂さに關してはエゾマツでは老木の毬果(1立:61個)は幼木 

1立:47個)より小いがトドマツでは(老木［立:・32個幼木1立:31個’かよう 

な關係は認められなかった。又稚苗の生長と母樹の年齡から看ても一雑に幼 

齡木所產の稚苗は老令木所產の稚苗より良好であるとされておる(B〔issc白 

澤)がこの關係は稚苗の樹齡1°數年に達すれば略認められなるようである。



しかI現在のごとく林業品種の問題が論ぜられるようになってからは、•何:樹 

ク年齡品秋を無視Lては論じ彳!?ないとの說が有力となり林下の品種的特性が 

明らかでない樹種に就いては幼齢木に種子を求めることは危險であって、こ 

のような糊極は寧ろ幼肚齢期を贮調に經過Lて現在優勢な生育をなす處の稍 

老齡に近い壯陥木に種子を求める方が安全性が高いと考える。又柿子の採取 

費等の點から看ると老齢木は壯附木に比して一般に結實は多いが木登りが困 

難であり、又採取も困難となり加うるに柿子の品質は不良となる傾向がある 

為に種子の採取変は却って高價につくものである。卽ち種子は優良な生育を 

なす處の壯齡木から採取すべ在％ある。同一母樹に於ける豊凶年度と毬果の 

莉生歌に就いては野幌試驗林において生育良好なる 2本を調査した結果 

は次の通りである。

第2表 トドマツ母樹の各年毬果生産量(野幌)

注8号木は直径40cm 樹高17m

•昭和

” 号

.9 号

24.年!23年22年2 J年
203I 〇!2067I 〇

個 I]78' 011508 85

20年|19年!」8年
| Oj 2921 233

〇! ]〇3| 83

17卽6年

507| 〇

237I 〇

15至

305
254

並平均

242
121

豊平均

959
.666

业並平均

363
245

9号木はHX径32cm 樹高］7m ゝ

昭和15年17年22年は豊作18年19牟は並作であるが昭和22年は秒去10ヶ年中 

坡大の結實扯を示していゑ。又並作である年の平爲は121〜242個、裁:作の平 

均は666〜939個、並と豊作の平均は245〜361個である。樹寇上の位置と:毬果 

生產址の關係に就いては佐藤博士が南樺太にてエゾマツに就いて調査した處 

によれば母樹の年齢或は直徑の小なるものは樹冠上部に多く直徑樹齢の蛤加 

と共に下部に増加し、又毬果の大さに就いても一般に樹齡が若い程毬果の大 

さは大となるが直徑35cm L50年級の林木のものが最高で是より母樹が老齡に 

なるに從って毬果も又小形となること乂は毬果の太さは幼齡時代上部產のも 

4

のが・大で樹齢を增すに從い樹冠F部崖のものが大となる。従ってエジマッ・毬 

果の探取は母樹の匹徑35cm150年級以下の林木は樹冠の上部から又これ.より 

老齢木では樹冠の巾、下部から採取すべきであることを報吿されている。な 

お母:樹の結實址のみによって碰子採取のための母樹を選定することは危險に 

陷り易いことは旣に述べたところであって、母樹の選送には結實此の少い母 

樹であっても採」耶・が多少高くなっても良母樹を選定することが望ましい。

3.毬果の採取期

トドマツ、エブマツの茬果は開花後1ヶ月間に種:鱗が急速な生長をなし、 

1.5ヶ月後には略そのタト部形態は完成する。毬果內の秘］子は開花後1ヶ月間 

は胚乳も胚も肉眼によって隸別することはできないが、7月下旬乃至8凡上 

旬に潮く胚乳は乳熟し始めると•共に胚も識別し街るようになる、.そして9月 

下旬〜10月上旬珪果の種鱗及び苞鱗の光澤を失うと共に完熟期に達する。し 

かしながら毬果の含水率は9月に至り種子の成熟が進むと共に漸次减少し始 

め種子の成熟の程度と珪果の含水率とは密接な關係があるようである。、今南 

樺太保呂地方において調充したトドマツ努びエゾマッ毬果の含水率と種子の 

成熟經過将せば次の通りである。

第3表 毬果の成熟經過と含水率(南雑太昭和9年)

項 目・ 30/vni ’】％x 25/JX 7x 叫X 句X % XI

卜
含 水 率<％) 54.1 54.2 52.5 41.7 36.8 32.4 一 一

ド
マ 充 実 率(％) 0.4 1.1 3.8 .4.0 12.3 5.0 一

ツ
眞正発芽率(％) 25.] 45.5 63.2 77.5 86.7 40.0 —

ェ・
合 水 率(％) 48.5 47.8 46.7 48.7 37.8 24.0 19.0 11.0

ゾ・
マ 充 実 率(%) 0.3 L7 L3 0.8 54.8 49.0 43.3 36.7
ツ

眞正発芽率(％) 0.0 76.4 72.2 一 99.2 98.1
一,

96.5 100.0

5



上表によつ 瞬-了・の液熟経時をみるにトドマツは称:子の充實率と•發芽率は 

8月末日より次第に增火L1〇月Mjrc放大に達I1〇月中旬には種子は落下・す 

る。この場合8月中句〜9月下句が翩子の成熟期間であって9月下旬から完 

熟期に入るものとみられる。そして毬果の含水率の诚少速族は種了•の完熟期 

［卯伸く 9月中句から急速に減少し始める。珪果採血は秋子の完熟Lた時 

に行うが理想ではあろがトドマツの毬果は完熟すれば速力,に胡壊して秫了・は 

秘鱗と火!て飛散Lてしまうので毬果の採取闇間は1泅IIH內外となる、從って 

多・站に務果を探取する場合には完熱州前に採J仅に莉手する必要がある〇

毬果の採取期松通常毬果の色彩、種子の强及び歴乳の成熟程版によって判 

宛されるが胚の成熟は修定紙によって檢定し得る。アブトドでは郁鱗色影は 

液熟の途中は紫黑色•Dark nigrosin violet, Dark m)thra<^Do violet)であ 

るが成熟が進むに從って次第に退色し遂に完熟するに及んで淡福色(Buffy 

brow)となり速かに堅さを失うに至る。苞鱗は開花後約2ヶ月間は綠色或 

は紆色务をごしているが8月にはこれらは淡黄綠&>CCftllistc-grecn,<*；hftlc«l- 

ony y.llow )となり謎圳が困難とな歹、そして称广の完熟朋網入る直前に 

苞精は毬果の先端近くのものから命次某部のものに向って絃邊が光滓を失い 

粘土色(C】ay・colour>に變化する。この時Kは旣に呸は形が踱い歴乳は固熟 

Lている。完熟して種辨が淡福色に變化するまでには苞鱗は全部粘土色とな 

る。卽ちフ・ヲトドマツでは毬果の苞鱗の一部が淡黄綠色から粘土色に變化し 

光滓を失い初めた時に採取すればよいのである」この時には旣に死乳は固熟 

L、！Kも形を整えている。北海道ではトドマツ毬果の採取適期は’エゾマツと 

共に通常9月中、下旬のようである。採垠Lた1建果は碱して後熟を促せば 

優良な趣子を收将し羯る・ ^

工八ッでは充實率及び.眞遊發井率は9月上勺から徐々に増加し10月上旬 

に魚に増大している。その後充實率は満次減少しているがこれは1〇月中旬以 

後林了の落下による侵良種了の诚少に舞くものと考2られる。從ってこの埸 

合S月下旬から9月下句までのIIIJは種了・の成熟期間で9月下旬から10月上句 

のll!hcf>RT•は完熟する。そして琏果の含水率は稜子の成熟期間中徐々に被少 

!秋子の先熟するに及んで急速に減少している。エゾマツ毬果の探取も亦卜 

ドマッの場合と同様に完熟後に行うか理想ではあるが、独子が完熟すれば速 

かに落下するので多明に採血する場合には完黙する前に採取する必要がある 

この;律果はトドマツのように完熟後莉鱗が械予と共に前解はLないか完熟す 

れば秘果は述かに緩みその上封果は枝條の上端に浩生して下ガに向いていら 

ので完熟後の氣染狀態によってはトドマツより速かに極了が落下する場在も 

ある。この超果の採取期も泌當桂果の色彩、種了成熟供によって判定する。 

ェ7マッの毬果には開花直後のものには黄褐色、關色等の色冲ものがあ 

るが秘了・の成熟期に入ればー糾C色彩の卩伽が困過となる。をして毬果は坚 

硬となり種鳞の先端は黄色を増し、光滓を失うに至る。その後種了•が完熟す 

れば税時は全く光滞を失い又•堅さを失って甘解が開き程了一が落"Fし初める° 

從ってエゾマッの笹果は秋子の先熟前卽ち種・焼が黄色を呈しその先端が微か 

に光滓た央い初め、肚乳は稍固くなった時に探血し採取後毬果を砲して後 

熟を促すを可とする。なお狂の成熟剛は鑑定紙によって爾在すれば-沽正 

磁に採取期を判定I・徊る。

4.毬果の採取方法

毬果の採取方法は伐倒法、枝卸浪枝摘法、椅求法、拾集法警が從※行わ 

れているが共の特異點岭就いてみれば次の新りである。

»拾集法

ナラ、クルミ、クリ御•人型の輒了・にのみ用いられる方法で洒常有用樹林の 

母制林では應用すろ埸合が殆んどない。



ii)伐倒必
伐倒法は伐採轲用すべ亶林木にのみ行われ母樹林には行われる斑合は少い 

衍)枝卸法

これも伐倒法と同じ場合にのみ行うべ吉方法であって從來は力ふマツ類は 

勿論、トドマツ、エゾマツの毬果の採取に多く用いられた。これは枝條の伐 

採に依り母樹は甚L・ く衰弱I再び描勢を冋復するととは殆んど不可能に近い 

ため針葉樹の母樹林においては行うべきではない。

iv)技摘法

從來カラマツの採取に用いられ毬果游生の小枝のみ均rtの錄等で切落した 

後もぎ取る法であって、枝部法に比すれば多少は良いとは云い彳3るとL・ても 

樹のの向復に5〜10年を要するので何栩林に片いては可及的に次に述べる處 

の搦取法を行うべきである。

V)捕取法
トドマツ、エゾマッの毬果採わてわ古くから行われているが採取功程が惣 

いために種子・の價格を高くする缺嘛はあるにせよ似樹林においては是非T!の 

方注た行わ払ばならない。

林木種了•の採取功程は結實の股凶、句樹の形態は採取地の距離:により著し 

く界るが南抑太における高橋氏の翻在による45作の場合1例を示せば次表の 

通りである。 •

第5表 トドマツ、エゾマッ等毬果の採取功程 (高橋)

樹柿_____I倒え方沙;
1人】日採取細 毬果に對する际子步止

.咨ft く】> _m_fiXks) 容竺％> JR 旅％>

トドマッ
挽取 50-60 25 〜30 1732 9.56
伐倒 ］〇〇 50

エゾマッ
拥取 ！ 50-70 1 2〇〜25 33? 2.57

8

伐 倒1 120 36 •・ L_.昌
乂

ィ Z,• K 取 20
,• 了 ・

.4 3^7 4.98
グ イマノ I伐

倒』 30 §
シ ラカンパ・［敬 却」 J0～20 3〜5 15.79 20.15

ケカンパ|核 ¥\7 J5-20 5-0 j 27.24 17.07

离栃氏(1943)に依れば本州地方では1H L人カラマツ毬果採取恭は枝摘
9 二七次&

法に.！:る場合は9〇〜ISO立 であると云う。又北海道林業,汰験場(=916>の大正 < V ^ • .I
4年(:眺作)野视試驗林において調査Iた祜果に依ればトドマツぬ1人當也 

果採取功程は約’2印であり、各大さの母樹92木から平均］*’莅毬果1斗8合 

I•・中種子9.&合を彳トている。

トト’マッ及エゾマッの律果は樹冠の上部に耕生するので枝條は短く摘瓶法 

による採取は容易であるが,カパ類、ヤチダモ等枝の先端丹みに種子の洛生す 

るものは 取法は不可能に近い。カラマツ類特低グイマツの毬果は樹冠I:全 

而に散生L而かも卷果の大都は樹冠の下半分にポ生Lス共柱條は足く栅く、 

折れ易いので擒取法による。グイマ州斜f!の採畋のため•1莉四怪推セ(f,蹤と 

する］本梯子•を試作したが共の槪要は次の通りで遍る。

!木ぬ親木く Mさ6.8ni< 根冗i皈腦•Zc”:のエゾ、»ツ丸太)の根元に为レ、て下 

端は銳尖絞!使用に際I梯了 •が移動せぬ様にLヽ・共上方8况の處に長さGOm 

の戡排を通I使川申梯"が移動翅㈱をせめ様にすろ〇横木は直徊2,m長さ30 
cmの枝像〔エゾマッ或はイタヤ等强いお］種を返ぶ、を用い、親木の塞郁か 

ら•I•・方也向い业,"間隔”4本垠住ける。摘杏、鄭付に常っては親木に孔セ 

穿ってこ&に横木を通して取付け如 親木の上端70cm位社橫木がない方が 

使用に便利である。かように狀作された糊了•の重量は約12kgであって、J［さ 

の割合に怪虹で林內を遅撤する場合非倍に佃利である。

此の試作せる梯了さ共にMさ2川の採取釣<兩端に鈎を有するもの>を用



いてグイマツの穂染を採取する場合樹冠の下都7mの範囲の毬果はド妝法に 

依り全都採取し得る。又蘇樹9樹髙以下のものならば7m以上り枝は幹 

の方へ按取钩を以て引寄せて珪果を撓取るがができる。

この祕子を用いてグイマッの搦抽法及枝摘法を比技試驗した處女の結果を 

彳9た。 • .

第6表!時間に於ける珏果採取量

方 _め, ーノ、夫数」_竺収半 _[»[_人妙・

枝 拘注! 男 】人
女 8人 38.也 5.8立

携 垠法 W 1 7.2 1 7-2

尚飢了・採収功程は母樹の分布密度採瑕理より住居迄の匝難等によって異る 

ので結實多故である母耕及中位である地掛を多數遜定し各母海に就いて!峙 

間宛兩力法によって採取址のit較・阳Eを行ったものである。又枝撼法は通常 

w1人女&人が］組となり採瑕するが功程の辫から便利であるので枝摘法で 

は男］人女・火の採取址を調知・た後女・人夹1人の能力をリJの7篇(從って 

い 人の貧無を勇】人ハイ創としたI)として:人に換算して比較した。

をの結果は押顶法は杖摘法より27%多歌に採取する七とが出來たのである。
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